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国
民
皆
保
険
制
度
の
堅
持
に
向
け
て

―
創
意
工
夫
に
よ
る
事
業
展
開
が
欠
か
せ
な
い
局
面
―

　

被
用
者
保
険
は
、
各
種
共
済
組
合
の
ほ
か
、
２
０

０
８
年
10
月
に
旧
社
会
保
険
庁
か
ら
政
府
管
掌
健
康

保
険
を
承
継
し
た
国
民
の
お
よ
そ
３
分
の
１
を
加
入

者
と
す
る
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）、
及

び
国
民
の
お
よ
そ
４
分
の
１
を
加
入
者
と
す
る
健
康

保
険
組
合
（
健
保
組
合
）
に
分
類
さ
れ
、
健
保
組
合

に
は
企
業
が
単
独
で
設
立
す
る
単
一
型
健
保
組
合

（
単
一
健
保
）
と
、
同
種
同
業
の
複
数
の
中
堅
・
中
小

企
業
が
共
同
で
設
立
す
る
総
合
型
健
保
組
合
（
総
合

健
保
）
が
あ
る
。

　

単
一
健
保
は
事
業
所
で
働
く
被
保
険
者
が
常
時
７

０
０
人
以
上
、
総
合
健
保
は
複
数
の
事
業
所
で
働
く

被
保
険
者
の
合
計
が
常
時
３
０
０
０
人
以
上
で
あ
る

こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
厚
生
労
働

大
臣
の
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　

健
保
組
合
設
立
当
初
に
お
い
て
は
、
協
会
け
ん
ぽ

と
比
較
し
て
一
般
的
に
企
業
規
模
が
大
き
く
平
均
標

準
報
酬
が
高
い
こ
と
か
ら

○�

協
会
け
ん
ぽ
よ
り
も
保
険
料
率
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と

○
独
自
の
付
加
給
付
制
度
が
あ
る
こ
と

○�

身
近
な
事
業
所
と
い
う
健
保
組
合
の
特
徴
で
あ
る

健
康
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
こ
と

等
、
加
入
者
の
た
め
に
多
く
の
保
険
者
機
能
を
発
揮

す
る
こ
と
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
と
さ
れ
て
き
た
。

　

一
方
、
協
会
け
ん
ぽ
は
、
設
立
以
降
大
幅
な
単
年

度
赤
字
を
繰
り
返
し
、
当
初
８
・
２
％
で
あ
っ
た
保

険
料
率
を
２
０
１
２
年
に
は
10
％
に
引
き
上
げ
た
ほ

か
、
そ
の
財
政
問
題
の
た
め
、
13
％
で
あ
っ
た
国
庫

補
助
率
が
２
０
１
０
年
度
か
ら
は
16
・
４
％
へ
と
引

き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

協
会
け
ん
ぽ
に
対
す
る
医
療
費
の
国
庫
補
助
は
、

健
保
組
合
と
比
較
し
て
、
中
小
企
業
が
多
い
こ
と
か

ら
、
そ
の
給
与
水
準
の
差
を
埋
め
る
た
め
に
行
わ
れ

て
お
り
、
令
和
７
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
協
会
け

ん
ぽ
の
医
療
費
７
・
４
兆
円
に
対
し
て
１
・
２
兆
円

の
国
庫
補
助
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
手
厚
い
国
庫
補
助
に
よ
り
２
０

１
０
年
度
以
降
黒
字
決
算
を
継
続
し
て
お
り
、
令
和

６
年
度
決
算
に
お
い
て
、
そ
の
準
備
金
残
高
は
５
兆

８
６
０
０
億
円
余
に
上
る
と
公
表
さ
れ
た
。

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
を
超
え
る

組
合
が
続
出

　

一
方
、
健
保
組
合
は
、
２
０
１
０
年
代
以
降
、
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
支
援
金
等
の
増
大
に
よ
り
財
政

悪
化
が
急
激
に
進
行
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
総
合

健
保
だ
け
で
も
、
こ
の
30
年
間
で
約
60
組
合
が
解
散

に
追
い
込
ま
れ
、
現
時
点
で
、
協
会
け
ん
ぽ
の
全
国

平
均
保
険
料
率
10
％
以
上
の
組
合
数
は
４
割
を
超
え

る
状
況
で
あ
る
。

　

総
合
健
保
も
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
や
事
業
主
と
の
コ

ラ
ボ
ヘ
ル
ス
の
充
実
へ
と
舳
先
が
向
く
が
、
協
会
け

ん
ぽ
と
同
様
に
中
小
の
事
業
所
が
大
半
で
、
十
分
な

対
応
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
上
、
更
な
る
保
険
料
率

の
引
上
げ
を
食
い
止
め
る
た
め
の
付
加
給
付
等
の
廃

止
、
あ
る
い
は
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
や
特
定
保
健
指

導
、
体
育
奨
励
事
業
な
ど
の
保
健
事
業
を
縮
小
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
も
散
見
さ
れ
る
。

総
合
健
保
の
行
方

　

そ
の
よ
う
な
総
合
健
保
の
実
情
と
は
裏
腹
に
、
協

会
け
ん
ぽ
は
、
好
調
な
財
政
運
営
を
背
景
に
、
今
後

は
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
補
助
拡
充
や
若
年
層
な
ど
の

健
診
に
力
を
入
れ
る
等
、
保
健
事
業
の
一
層
の
充
実

を
表
明
し
て
い
る
。

　

日
本
の
医
療
保
険
制
度
を
支
え
る
最
大
規
模
の
医

療
保
険
者
と
し
て
、
保
険
者
機
能
を
大
い
に
発
揮
す

る
こ
と
に
異
論
が
あ
ろ
う
は
ず
も
な
く
、
見
習
う
べ

き
事
業
内
容
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

　

今
、
総
合
健
保
も
、
健
保
連
都
道
府
県
連
合
会
等

を
中
心
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
共
同
事
業
化
等
に
向

け
た
動
き
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
、
総
合
健
保
な
ら
で
は
の
共
同
意
識
の
醸
成
に

向
け
た
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
事
業

主
に
も
恩
恵
の
あ
る
取
組
の
推
進
等
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
創
意
工
夫
に
よ
る
事
業
展
開
が
欠
か
せ
な
い
局

面
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

国
民
皆
保
険
を
堅
持

　

骨
太
方
針
２
０
２
５
に
お
い
て
も
、
国
民
皆
保
険

制
度
の
堅
持
に
向
け
て
、
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
国
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
総
合
健
保
の
窮
状
や
政
策
課
題
解
決

の
推
進
な
ど
に
配
慮
し
て
、１
０
０
０
億
円
を
超
え
る

財
政
支
援
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
医
療
保
険
制
度
の
中
核
を
担
う
健
保
組
合

の
健
全
な
運
営
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、
今
後
と
も
社
会
経
済
の
変
革
に
伴
う

財
政
窮
迫
健
保
組
合
等
へ
の
助
成
補
助
の
継
続
・
拡

充
や
、
医
療
費
の
高
額
化
に
対
応
す
る
た
め
の
財
政

支
援
な
ど
の
更
な
る
拡
充
に
是
非
と
も
期
待
し
た
い
。
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Ⅰ　
予
算
重
点
要
望
事
項

１
．
高
齢
者
医
療
費
の
負
担
構
造
改
革
を

実
現
し
、
世
代
間
、
世
代
内
の
給
付
と

負
担
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
是
正
す
る
と

と
も
に
、
国
民
所
得
の
伸
び
を
上
回
っ

て
増
え
続
け
る
国
民
医
療
費
の
抑
制
策

等
も
含
め
、
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制

度
確
立
の
た
め
の
更
な
る
見
直
し
を
早

急
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

２
．
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
改
善
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。�
（
継
続
・
修
正
）

①　

増
え
続
け
る
膨
大
な
医
療
費
の
軽
減

と
世
代
間
の
公
平
な
負
担
を
図
る
た
め
、

前
期
高
齢
者
、
後
期
高
齢
者
の
自
己
負

担
割
合
を
以
下
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

　
　

�

前
期
高
齢
者
…
３
割
負
担
（
住
民
税

非
課
税
者
２
割
負
担
）

　
　

�

後
期
高
齢
者
…
２
割
負
担
（
現
役
並

み
３
割
、
住
民
税
非
課
税
者
１
割
負

担
）
と
す
る
が
、
将
来
的
に
は
３
割

負
担

②　

前
期
高
齢
者
納
付
金
・
後
期
高
齢
者

⑤　

現
役
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
現
役
並
み
の

所
得
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
医
療
給
付

費
へ
の
公
費
投
入
を
行
う
こ
と
。

⑥　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、

そ
の
支
援
金
を
前
期
高
齢
者
納
付
金
等

に
よ
り
財
政
調
整
対
象
と
す
る
こ
と
は

制
度
の
趣
旨
に
反
し
て
お
り
、
速
や
か

に
廃
止
す
る
な
ど
、
前
期
高
齢
者
の
費

用
負
担
構
造
の
見
直
し
を
早
急
に
実
施

す
る
こ
と
。

⑦　

国
民
健
康
保
険
の
補
助
金
は
、
都
道

府
県
か
ら
普
通
交
付
金
と
特
別
交
付
金

と
し
て
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
通
交

付
金
は
国
保
保
険
料
と
前
期
高
齢
者
納

付
金
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
が
、
前
期

高
齢
者
納
付
金
を
財
源
と
す
る
も
の
は

普
通
交
付
金
か
ら
除
外
し
、「
前
期
高
齢

者
交
付
金
」
と
し
て
勘
定
を
分
け
、
目

的
を
明
確
に
し
た
上
で
交
付
す
る
こ
と
。

３
．
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
に
つ
い
て

は
、
国
に
お
い
て
制
度
の
内
容
（
社
会

保
険
料
と
し
て
の
負
担
の
仕
組
み
や
使

い
道
）
を
十
分
に
周
知
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
被
用
者
保
険
等
保
険
者
の

支
援
金
等
が
過
大
な
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
、
公
費
に
よ
る
拠
出
金
負
担
軽
減

措
置
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
、
高
齢
者
支
援
金
等
負
担
金
助
成

事
業
を
継
続
し
、
交
付
基
準
の
緩
和
及

び
補
助
金
の
増
額
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

③　

前
期
高
齢
者
納
付
金
の
算
定
に
当
た

っ
て
、
調
整
対
象
と
な
る
被
保
険
者
１

人
当
た
り
前
期
高
齢
者
給
付
費
の
上
限

が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
各
保
険
者
の

医
療
費
適
正
化
努
力
を
無
力
化
す
る
超

高
額
な
新
薬
の
保
険
適
用
が
進
み
、
全

保
険
者
の
１
人
当
た
り
平
均
前
期
高
齢

者
給
付
費
の
水
準
も
上
昇
し
て
い
る
た

め
、
よ
り
多
く
の
健
保
組
合
が
調
整
対

象
外
と
な
る
よ
う
調
整
対
象
外
基
準
率

１
・
57
を
国
費
に
よ
り
下
方
修
正
す
る

こ
と
。�

〈
修
正
〉

④　

健
康
保
険
組
合
が
負
担
す
る
高
齢
者

医
療
へ
の
納
付
金
等
に
上
限
を
設
け
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
毎
年
予
算
措
置

を
講
じ
て
い
た
だ
い
て
い
る
高
齢
者
医

療
費
支
援
金
等
の
負
担
に
対
し
て
行
う

助
成
事
業
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て

制
度
化
す
る
こ
と
。�

〈
修
正
〉

令
和
８
年
度　

健
康
保
険
組
合
予
算
編
成
に
関
す
る
要
望
事
項

�

全
国
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会

　全国総合健康保険組合協議会は６月27日、「令和８年度健康保険組合予算編成に関する要望

事項」を厚生労働省保険局保険課に提出した。今秋にも、同課との意見交換会の中で回答を受

ける予定としている。要望事項の全文は以下のとおり。

厚生労働省へ要望事項を提出
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子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
に
つ
い
て

は
、
附
帯
決
議
に
よ
り
「
国
が
実
務
上

一
律
の
支
援
金
率
を
示
す
取
扱
い
を
堅

持
す
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

医
療
保
険
と
は
全
く
別
の
使
途
に
要
す

る
徴
収
で
あ
り
、
早
期
に
お
示
し
い
た

だ
き
た
い
。�
（
継
続
・
修
正
）

４
．
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
高
齢

者
医
療
費
は
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
人
も
多
く
、
現
役
世
代
か

ら
支
援
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
理
解
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
所
得
に

応
じ
た
負
担
に
理
解
を
得
る
こ
と
を
前

面
に
だ
し
た
広
報
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
引
き
続
き
、
十
分
な
予
算
を

確
保
の
上
、
事
業
主
及
び
被
保
険
者
等

に
も
分
か
り
や
す
い
内
容
で
、
テ
レ
ビ

放
映
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
周
知
広

報
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
学
校
教
育
や
新
入
社
員
研
修

の
中
で
の
制
度
周
知
方
法
な
ど
も
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
継
続
・
修
正
）

５
．
医
師
偏
在
対
策
に
お
け
る
医
師
手
当

へ
の
保
険
者
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
の
用
途
と
し
て
妥
当
性
を
欠
く
こ

と
か
ら
、
必
要
な
予
算
を
確
保
し
、
国

の
事
業
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

６
．
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
喫

緊
の
課
題
と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
少
子
化
対
策
は
推

進
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
、
出
産
育
児

一
時
金
の
増
額
、
不
妊
治
療
の
保
険
適

用
、
育
児
休
業
中
の
保
険
料
免
除
等
の

健
康
保
険
に
お
け
る
少
子
化
対
策
は
、

特
に
性
成
熟
期
の
女
性
被
保
険
者
の
比

率
の
高
い
健
保
組
合
に
と
っ
て
過
重
な

負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

医
療
保
険
者
に
お
け
る
性
・
年
齢
別

の
構
成
割
合
に
よ
る
負
担
の
偏
在
な
ど

の
影
響
を
検
証
し
、
社
会
全
体
で
公
平

に
子
供
を
支
え
る
観
点
か
ら
、
全
世
代

で
支
え
あ
う
仕
組
み
の
構
築
又
は
財
政

支
援
措
置
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

７
．
高
額
医
療
交
付
金
交
付
事
業
に
対
す

る
補
助
金
に
、
令
和
６
年
度
１
０
０
億

円
の
財
政
支
援
が
措
置
さ
れ
ま
し
た
が
、

近
年
、
高
額
薬
剤
の
保
険
適
用
が
相
次

い
で
お
り
、
今
後
、
医
療
費
の
高
額
化

が
一
段
と
進
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
同
事
業
へ
の
財
政
支
援

に
つ
い
て
、
継
続
・
拡
充
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
）

８
．
高
齢
者
医
療
支
援
金
等
負
担
金
助
成

事
業
に
つ
い
て
、
団
塊
世
代
の
前
期
高

齢
者
へ
の
移
行
に
よ
る
負
担
増
を
軽
減

す
る
目
的
で
、
移
行
前
の
平
成
22
年

度
・
平
成
23
年
度
の
平
均
額
を
比
較
対

象
と
し
て
、
伸
び
率
が
大
き
い
保
険
者

に
対
し
て
助
成
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

実
態
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。
団

塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
移
行
す
る
こ

と
か
ら
、
真
に
負
担
増
に
苦
し
む
保
険

者
が
助
成
対
象
と
な
る
よ
う
、
財
源
率

を
考
慮
し
た
新
た
な
基
準
を
設
け
て
い

た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

９
．
健
保
組
合
に
お
い
て
は
、
医
療
費
や

拠
出
金
等
の
義
務
的
経
費
が
増
加
す
る

中
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
等
へ
の
対

応
や
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の

創
設
に
伴
う
多
く
の
新
規
事
務
に
よ
り
、

業
務
量
が
増
大
し
事
務
負
担
が
増
加
し

て
い
る
た
め
、
事
業
の
円
滑
な
運
営
に

向
け
、
事
務
費
負
担
金
予
算
を
増
額
し

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

10
．
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
国
庫
補

助
金
に
つ
い
て
、
実
績
額
に
基
づ
く
適

正
な
補
助
金
（
追
加
支
給
も
含
め
）
と

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
継
続
・
修
正
）

11
．
協
会
け
ん
ぽ
を
除
く
被
用
者
保
険
者

間
の
み
で
実
施
さ
れ
て
い
る
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
の
加
算
減
算
制
度
を
廃
止

し
、
新
た
に
、
公
費
を
財
源
と
す
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
を
創
設
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
廃
止
ま
で
の
間
は
、
総
合
健

保
組
合
の
目
標
実
施
率
に
つ
い
て
、
更

に
緩
和
等
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

12
．
高
齢
者
医
療
運
営
円
滑
化
等
事
業

（
短
時
間
労
働
者
の
適
用
拡
大
に
伴
う

財
政
支
援
事
業
）
の
「
令
和
６
年
度
の

交
付
基
準　

交
付
の
対
象　

②
令
和
６

年
３
月
か
ら
令
和
７
年
２
月
ま
で
の
各

月
末
に
お
け
る
被
保
険
者
数
（
保
険
料

免
除
者
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）
の
平
均

に
占
め
る
短
時
間
労
働
者
被
保
険
者
の

平
均
（
令
和
４
年
９
月
末
の
短
時
間
労

働
者
被
保
険
者
数
を
除
く
。）
の
割
合

が
２
％
以
上
で
あ
る
こ
と
。」
の
基
準

を
撤
廃
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
撤
廃
で
き
な
い
場
合
で
も
、

も
と
も
と
平
均
標
準
報
酬
の
低
い
組
合

に
対
し
、
基
準
値
を
緩
和
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

13
．
短
時
間
労
働
者
の
適
用
拡
大
は
段
階

的
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
短
時
間
労
働

者
を
多
く
雇
用
す
る
特
定
の
業
種
・
業

態
の
保
険
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
拠
出

金
負
担
・
保
険
給
付
費
等
に
多
大
な
影

響
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
令
和
８
年
度
以
降
も
適
用
拡
大
に

よ
る
保
険
者
へ
の
影
響
に
対
し
て
十
分

な
負
担
軽
減
措
置
の
継
続
、
拡
充
を
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
継
続
・
修
正
）

14
．
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
及
び
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
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（
以
下
、
マ
イ
ナ
保
険
証
）
に
対
応
す
る

た
め
の
組
合
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
改
修
経

費
等
に
つ
い
て
は
国
庫
補
助
の
対
象
に

な
り
ま
し
た
が
、
中
間
サ
ー
バ
ー
等
に

係
る
必
要
経
費
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続

経
費
、
そ
の
後
の
運
用
に
要
す
る
経
費

等
に
つ
い
て
、
全
額
国
の
負
担
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
。　

　
　

ま
た
、
国
か
ら
の
事
業
主
等
へ
の
周

知
広
報
を
引
き
続
き
行
う
ほ
か
、
保
険

医
療
機
関
等
に
対
し
て
、
マ
イ
ナ
保
険

証
や
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
利
用
を

促
進
す
る
た
め
の
働
き
か
け
を
十
分
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

15
．
国
が
進
め
る
行
政
手
続
き
コ
ス
ト
削

減
の
た
め
の
基
本
計
画
に
お
け
る
、
電

子
申
請
へ
の
移
行
促
進
に
つ
い
て
は
、

実
施
主
体
で
あ
る
事
業
所
へ
の
周
知
・

広
報
を
行
う
と
と
も
に
、
健
保
組
合
に

お
け
る
電
子
申
請
環
境
を
整
え
る
た
め

の
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
支

援
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
ｅ-

ｇ
ｏ
ｖ
を
利
用
で
き
る

電
子
申
請
環
境
の
構
築
を
早
急
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

16
．
社
会
・
経
済
情
勢
の
先
行
き
が
不
透

明
な
中
、
業
種
に
よ
っ
て
は
、
組
合
財

政
が
危
機
的
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
財
政
の
危
機
的
状
況
を
打
開
し
、

健
全
な
医
療
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た

め
に
も
、
国
に
よ
る
更
な
る
財
政
支
援

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

17
．「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」
制
度

等
、
令
和
８
年
度
新
規
事
業
に
伴
う
事

務
処
理
に
つ
い
て
は
、
時
間
的
余
裕
を

持
ち
、
特
に
丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

18
．
支
払
基
金
に
お
い
て
は
個
人
情
報
の

漏
洩
等
の
事
故
が
逐
次
発
生
し
て
お
る

こ
と
か
ら
、
支
払
基
金
法
第
28
条
に
基

づ
く
厚
生
労
働
省
監
査
を
実
施
す
る
な

ど
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

Ⅱ　
新
規
要
望
事
項

〈
制
度
改
善
等
要
望
事
項
〉

１
．
傷
病
手
当
金
に
係
る
医
師
の
労
務
不

能
等
の
意
見
に
つ
い
て
は
、「
傷
病
手

当
金
意
見
書
交
付
料
」
を
算
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
患
者
の
症
状
、
治
療

内
容
等
に
加
え
て
労
務
不
能
と
判
断
し

た
根
拠
を
明
確
に
記
載
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　

ま
た
保
険
者
か
ら
の
照
会
に
対
し
て

は
無
償
に
よ
る
回
答
を
義
務
付
け
る
な

ど
保
険
医
療
機
関
等
を
指
導
し
て
い
た

だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

２
．
高
額
療
養
費
に
お
い
て
、
被
保
険
者

が
70
歳
以
上
の
場
合
の
70
歳
以
上
の
被

扶
養
者
の
自
己
負
担
限
度
額
は
、
被
保

険
者
の
所
得
区
分
が
現
役
並
Ⅰ
（
標
準

報
酬
月
額
28
～
50
万
円
）
は
、
８
０
１

０
０
円
＋
（
総
医
療
費

－

２
６
７
０
０

０
円
）
×
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

被
保
険
者
が
70
歳
未
満
の
場
合
の
70
歳

以
上
の
被
扶
養
者
の
自
己
負
担
限
度
額

は
、
被
保
険
者
の
所
得
区
分
が
市
町
村

民
税
非
課
税
以
外
の
場
合
、
１
８
０
０

０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

同
じ
70
歳
以
上
の
被
扶
養
者
で
あ
り

な
が
ら
、
自
己
負
担
限
度
額
に
大
き
な

差
が
生
じ
る
の
は
不
公
平
で
あ
り
、
被

用
者
保
険
で
は
、
被
扶
養
者
は
被
保
険

者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
被
保
険
者
の
年
齢
に
関
わ
ら

ず
被
保
険
者
の
標
準
報
酬
に
基
づ
く
負

担
割
合
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

３
．
令
和
７
年
度
に
お
い
て
は
、
令
和
８

年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
議
論
が

行
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
令

和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
て
新
設
さ

れ
た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
に
つ
い
て

は
、
そ
も
そ
も
時
限
的
措
置
で
あ
る
こ

と
に
鑑
み
、
恒
久
的
な
診
療
報
酬
と
な

ら
ぬ
よ
う
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

４
．
６
歳
未
満
の
患
者
に
対
す
る
医
療
費

助
成
は
ど
こ
の
市
町
村
で
も
行
わ
れ
て

お
り
、
保
険
者
が
８
割
を
負
担
す
る
こ

と
は
、
子
育
て
を
す
る
被
保
険
者
を
優

遇
す
る
も
の
で
は
な
く
、
市
町
村
に
対

す
る
負
担
軽
減
策
で
し
か
な
い
た
め
、

６
歳
未
満
の
者
の
自
己
負
担
割
合
を
３

割
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

５
．
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
先
行
し
て
見
直
す
の
で
は
な
く
、

高
齢
者
の
自
己
負
担
額
や
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

品
の
保
険
給
付
か
ら
の
除
外
や
高
額
医

薬
品
に
対
す
る
保
険
給
付
の
範
囲
と
併

せ
て
、
医
療
費
全
体
の
見
直
し
の
一
つ

と
し
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

６
．『「
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
給
付
調

整
に
関
す
る
留
意
事
項
及
び
医
療
保
険

と
介
護
保
険
の
相
互
に
関
連
す
る
事
項

等
に
つ
い
て
」
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
』（
老
老
発
０
３
２
７
第
１
号
保
医

発
第
８
号
令
和
６
年
３
月
27
日
）
等
の

通
知
を
発
出
し
て
い
る
も
の
の
、
突
合

で
き
る
の
は
国
保
連
合
会
で
扱
う
高
齢

者
医
療
と
国
保
の
み
で
、
支
払
基
金
が

扱
う
被
用
者
保
険
の
保
険
者
で
は
突
合

で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
、
診
療
報
酬
と

介
護
報
酬
の
二
重
請
求
に
つ
い
て
確
認

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

７
．
診
療
報
酬
体
系
に
つ
い
て
は
、
包
括
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化
・
定
額
化
の
拡
大
を
図
り
、
適
正
な

診
療
報
酬
の
配
分
見
直
し
や
薬
価
、
保

険
医
療
材
料
の
引
下
げ
等
医
療
の
効
率

化
を
図
り
、
国
民
医
療
費
の
伸
び
の
抑

制
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

８
．
レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
が
保
険
証
の
新

規
発
行
終
了
に
伴
い
、
医
療
機
関
等
が

旧
資
格
で
請
求
し
た
場
合
に
、
保
険
証

回
収
済
み
で
あ
れ
ば
返
戻
す
る
機
能
を

廃
止
す
る
変
更
が
さ
れ
た
が
、
マ
イ
ナ

保
険
証
が
利
用
で
き
な
い
者
に
は
資
格

確
認
書
が
発
行
さ
れ
る
た
め
レ
セ
プ
ト

振
替
機
能
に
同
様
の
機
能
を
持
た
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

９
．
レ
セ
プ
ト
病
名
又
は
保
険
病
名
（
診

療
行
為
を
保
険
請
求
す
る
際
に
、
審
査

支
払
機
関
で
の
査
定
を
逃
れ
る
た
め
、

ま
た
、
レ
セ
プ
ト
の
返
戻
な
ど
を
避
け

る
た
め
に
、
実
体
の
な
い
架
空
の
傷
病

名
を
傷
病
名
欄
に
記
載
し
て
レ
セ
プ
ト

作
成
す
る
場
合
の
「
当
該
架
空
の
傷
病

名
」
の
こ
と
）
の
排
除
を
徹
底
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
医
療
情
報
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
根
本
が
揺
ら
ぐ
た
め
、
医
療

機
関
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

〈
事
務
処
理
改
善
等
要
望
事
項
〉

１
．
療
養
費
の
支
給
基
準
に
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
に
関
す
る
基
準
（
特
に
「
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
、
き
ゅ
う
」
同
意

書
の
発
行
に
つ
い
て
）
を
設
け
、
保
険

者
が
根
拠
を
持
っ
て
適
否
を
判
断
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

２
．
装
具
の
療
養
費
に
係
る
審
査
時
の
患

者
照
会
の
結
果
、
医
師
に
よ
ら
ず
、
装

具
業
者
に
お
い
て
採
寸
・
採
型
が
実
施

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
義

肢
装
具
採
寸
法
２
０
０
点
」
及
び
「
治

療
用
装
具
採
型
法
７
０
０
点
」
が
算
定

さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
数
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
現
状
、
医
師
に
よ
る
採
寸
・

採
型
は
稀
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー

ス
で
装
具
業
者
が
実
施
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
適
切
な
取
扱
い
を
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

３
．
傷
病
手
当
金
と
労
働
者
災
害
補
償
保

険
等
の
休
業
補
償
給
付
と
の
併
給
調
整

に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
に
と
っ
て
傷

病
手
当
金
を
返
納
す
る
際
の
負
担
が
重

く
、
保
険
者
に
お
い
て
も
返
納
さ
れ
ず

回
収
に
苦
慮
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

労
働
部
局
と
の
調
整
を
進
め
、
保
険
者

間
調
整
を
行
う
仕
組
み
を
構
築
し
て
い

た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

４
．
令
和
２
年
７
月
15
日
付
厚
生
労
働
省

保
険
局
保
険
課
発
の
事
務
連
絡
「
海
外

に
お
け
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
算
定

に
当
た
っ
て
の
参
考
資
料
の
送
付
に
つ

い
て
」
に
つ
い
て
、
最
新
版
の
作
成
及

び
提
供
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

５
．
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
交
付
に
つ
い

て
、
電
子
申
請
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
）

に
よ
り
届
出
ら
れ
た
取
得
届
等
に
つ
い

て
は
、
事
業
主
あ
て
に
決
定
通
知
書
と

同
様
に
電
子
的
に
送
付
で
き
る
運
用
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

６
．
各
健
保
組
合
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
統

合
専
用
端
末
を
連
携
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
健
保
組
合
が
処
理
し
た
日

か
ら
直
ぐ
に
マ
イ
ナ
保
険
証
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が
利
用
で
き

な
い
方
に
つ
い
て
も
基
幹
シ
ス
テ
ム
で

即
時
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
直

ぐ
に
「
資
格
確
認
書
」
を
発
行
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
新
規
）

Ⅲ　
継
続
要
望
事
項

（
例
年
の
回
答
等
に
つ
い
て
内
容
が
変
更

さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
ご
回
答
願
い
ま
す
）

〈
制
度
改
善
等
要
望
事
項
〉

１
．
被
扶
養
者
認
定
は
、
保
険
者
の
処
分

と
し
て
教
示
文
の
記
載
が
必
要
と
解
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
審
査
請
求
の
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　
　

扶
養
認
定
基
準
全
般
に
つ
い
て
明
確

化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
も
見
直

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
継
続
・
修
正
）

①　

適
用
拡
大
の
対
象
と
な
ら
な
い
被
扶

養
者
の
ほ
う
が
、
適
用
拡
大
の
対
象
と

な
る
被
保
険
者
よ
り
収
入
が
多
く
な
る

こ
と
が
あ
る
た
め
整
合
性
が
な
く
、
更

な
る
適
用
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
む
た

め
に
も
、
被
扶
養
者
の
年
間
収
入
基
準

額
の
「
１
３
０
万
円
未
満
」
を
「
１
０

６
万
円
未
満
」
に
引
き
下
げ
る
こ
と
。

②　

収
入
が
あ
る
者
の
被
扶
養
者
の
年
間

収
入
基
準
額
（
60
歳
以
上
の
老
年
者
又

は
概
ね
障
害
年
金
の
受
給
要
件
に
該
当

す
る
程
度
の
障
害
者
で
あ
る
場
合
は
１

８
０
万
円
未
満
）
に
つ
い
て
、
早
急
に

生
活
や
就
労
の
実
態
を
調
査
し
、
年
齢

基
準
を
見
直
す
こ
と
。

③　

自
営
業
者
等
で
あ
る
被
扶
養
者
に
つ

い
て
、
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
形
態

が
あ
る
中
、
被
扶
養
者
認
定
に
お
け
る

収
入
判
断
は
保
険
者
に
よ
り
ば
ら
つ
き

が
あ
る
た
め
、
具
体
的
な
取
扱
い
基
準

を
早
急
に
示
す
こ
と
。

④　

保
険
者
の
裁
量
に
よ
り
、
被
扶
養
者

認
定
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
「
認
定
年
月

日
や
削
除
年
月
日
」
に
つ
い
て
は
、
一

定
の
基
準
を
設
け
る
こ
と
。�

〈
修
正
〉

２
．
同
一
期
間
中
の
傷
病
手
当
金
と
育
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児
・
介
護
休
業
給
付
金
の
給
付
調
整
に

つ
い
て
、
昨
年
の
回
答
で
は
、「
給
付
の

目
的
が
異
な
る
な
め
、
併
給
調
整
を
行

う
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
重
複
給
付
さ
れ

た
場
合
、
就
労
中
の
収
入
を
上
回
る
こ

と
と
な
り
不
適
当
と
思
わ
れ
る
の
で
、

給
付
調
整
を
行
う
よ
う
、
昭
和
33
年
７

月
８
日
付
保
険
課
長
通
知
「
傷
手
と
労

災
の
調
整
」
と
同
様
の
通
知
を
発
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

３
．「
介
護
保
険
料
減
額
更
正
請
求
事
件

（
平
成
25
年
５
月
27
日
最
高
裁
判
決
）」

に
よ
り
、
保
険
料
を
減
額
更
正
す
る
場

合
に
は
、
期
間
制
限
に
は
服
さ
な
い
と

す
る
判
決
が
確
定
さ
れ
、
こ
の
判
決
を

き
っ
か
け
に
、
国
民
健
康
保
険
法
、
介

護
保
険
法
、
高
確
法
に
お
い
て
は
、
権

利
義
務
を
確
定
さ
せ
る
と
い
う
趣
旨
で

「
賦
課
決
定
の
期
間
制
限
」
の
規
定
を

追
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
平
成
27

年
４
月
施
行
）。
同
様
の
規
定
を
健
康

保
険
法
に
定
め
て
い
た
だ
き
、
遡
及
で

き
る
期
間
の
制
限
を
設
け
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
）

４
．
前
期
高
齢
者
納
付
金
に
お
い
て
、
被

用
者
保
険
者
間
の
格
差
是
正
を
目
的
に

１
／
３
報
酬
調
整
が
導
入
さ
れ
た
が
、

１
人
当
た
り
総
報
酬
の
算
定
に
当
た
り
、

被
用
者
保
険
者
間
の
負
担
能
力
を
量
る

に
は
、
保
険
料
負
担
の
な
い
被
扶
養
者

を
除
い
た
、
被
保
険
者
１
人
当
た
り
と

す
る
な
ど
公
平
な
仕
組
み
に
変
更
し
て

い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

５
．
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
改
善
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

①　

前
期
高
齢
者
納
付
金
・
後
期
高
齢
者

支
援
金
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
額
に
つ

い
て
、
年
度
当
初
の
確
定
額
と
の
乖
離

幅
を
縮
小
す
る
た
め
、
示
す
率
の
精
度

を
上
げ
る
こ
と
。�

〈
修
正
〉

②　

前
期
高
齢
者
加
入
者
調
整
率
の
補
正

係
数
は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
健

保
組
合
の
医
療
費
適
正
化
の
取
組
み
が

反
映
さ
れ
る
よ
う
、
補
正
係
数
の
伸
び

を
抑
制
す
る
こ
と
。

　
　

な
お
、
抑
制
で
き
な
い
場
合
に
つ
い

て
は
、
国
費
を
導
入
す
る
こ
と
。
�

〈
修
正
〉

③　

納
付
金
等
の
算
出
基
礎
と
な
る
係
数

に
つ
い
て
は
、
予
算
編
成
時
の
数
値
と

賦
課
時
の
数
値
の
乖
離
が
大
き
く
、
組

合
会
等
で
の
説
明
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

乖
離
幅
が
で
き
る
だ
け
最
小
限
に
な
る

よ
う
引
き
続
き
精
度
の
向
上
に
努
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
介
護
納
付
金
と

同
様
に
１
月
中
旬
に
前
倒
す
る
こ
と
も

検
討
す
る
こ
と
。

　
　

ま
た
、
組
合
会
等
で
説
明
が
必
要
な

た
め
、
諸
係
数
の
算
出
根
拠
や
変
動
し

た
理
由
等
に
つ
い
て
も
保
険
者
へ
明
示

す
る
こ
と
。

④　

後
期
高
齢
者
に
対
す
る
保
健
事
業
の

効
果
的
な
実
施
や
、
医
療
費
の
適
正
化

が
、
現
役
世
代
の
支
援
金
等
に
影
響
す

る
た
め
、
引
き
続
き
広
域
連
合
を
指
導

す
る
こ
と
。

６
．
保
険
調
剤
費
の
抑
制
の
た
め
、
後
発

医
薬
品
・
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
医
薬
品
の

使
用
促
進
及
び
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
利

用
に
つ
い
て
、
国
民
へ
の
積
極
的
な
広

報
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
険
医
療

機
関
・
保
険
薬
局
等
の
理
解
と
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
険

医
療
機
関
等
に
対
し
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
、
引
き
続
き
指
導
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
）

７
．
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の
あ
る
薬
を
医
療
機

関
等
で
処
方
す
る
場
合
、
選
定
療
養
費

を
導
入
し
自
己
負
担
を
多
く
す
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
継
続
・
修
正
）

８
．
国
民
健
康
保
険
制
度
の
創
設
や
事
業

内
容
の
充
実
な
ど
、
長
年
の
経
過
の
中

で
、
任
意
継
続
被
保
険
者
制
度
の
存
続

意
義
も
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
制

度
を
廃
止
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
廃
止
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て

は
、
資
格
要
件
の
被
保
険
者
期
間
「
２

か
月
以
上
」
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員

共
済
組
合
法
と
同
様
に
、「
１
年
以
上
」

と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

９
．
資
格
喪
失
後
の
出
産
育
児
一
時
金
及

び
埋
葬
料
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
国
民

皆
保
険
が
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
て
お

り
、
現
在
加
入
し
て
い
る
保
険
者
か
ら

支
給
す
べ
き
で
あ
り
、
資
格
喪
失
前
の

保
険
料
納
付
実
績
は
関
係
が
な
い
の
で
、

廃
止
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
資
格
喪
失
後
の
傷
病
手
当
金

及
び
出
産
手
当
金
の
支
給
に
つ
い
て
も
、

廃
止
又
は
受
給
資
格
要
件
の
被
保
険
者

期
間
１
年
に
つ
い
て
、
傷
病
手
当
金
受

給
期
間
を
除
い
た
期
間
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
）

10
．
低
所
得
者
（
標
準
報
酬
月
額
の
下
限

該
当
者
）
及
び
高
所
得
者
（
標
準
報
酬

月
額
の
上
限
該
当
者
）
の
就
労
実
態
等

を
精
査
し
た
上
で
、
標
準
報
酬
月
額
の

下
限
及
び
上
限
の
見
直
し
と
、
併
せ
て
、

標
準
賞
与
額
年
間
累
計
上
限
を
引
き
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
継
続
・
修
正
）

11
．
育
児
休
業
中
の
保
険
料
免
除
要
件
に

つ
い
て
は
、
法
改
正
に
よ
り
一
部
見
直

さ
れ
ま
し
た
が
、
月
末
時
点
で
短
期
間

の
育
休
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険

料
が
免
除
と
な
る
仕
組
み
は
そ
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
に
つ

い
て
も
改
善
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
賞
与
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
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保
険
料
免
除
を
廃
止
し
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
継
続
）

12
．
二
以
上
事
業
所
勤
務
者
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
法
令
や
通
知
に
よ
る
整
理
が

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
運
用
面
に
依
存

す
る
取
扱
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

適
用
事
業
所
へ
の
通
知
に
係
る
個
人
情

報
の
対
応
も
含
め
、
早
急
に
根
本
的
な

見
直
し
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
現
在
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

13
．
賞
与
支
払
月
に
定
年
再
雇
用
及
び
雇

用
契
約
更
新
に
係
る
資
格
の
得
喪
処
理

を
行
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
同
一
事
業

所
で
の
就
労
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
得
喪
処
理
で
は
な
く
、
得
喪
日

の
翌
月
を
改
定
月
と
す
る
定
年
再
雇
用

時
月
変
等
（
特
例
月
変
等
）
を
新
設
す

る
な
ど
、
賞
与
保
険
料
を
徴
収
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
継
続
）

　
〔
事
例
〕　

賞
与
支
払
日�

６
／
10

　
　
　
　
　

�

定
年
再
雇
用
及
び
雇
用
契
約

更
新
に
係
る
得
喪
日
６
／
15

14
．
70
歳
未
満
の
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
70
歳
以
上
の
高
齢
受
給
者
に
つ

い
て
は
、
一
律
に
２
割
負
担
と
な
っ
て

い
る
が
、
被
保
険
者
の
報
酬
月
額
の
区

分
に
よ
り
判
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

15
．
保
険
者
機
能
を
発
揮
で
き
な
い
介
護

保
険
制
度
の
徴
収
事
務
は
国
の
事
務
と

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
前
記
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の

間
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　

介
護
納
付
金
の
全
面
総
報
酬
割
へ
の

移
行
に
よ
り
、
異
な
る
被
用
者
保
険
の

間
で
あ
っ
て
も
、
特
定
被
保
険
者
制
度

採
用
の
有
無
を
除
け
ば
、
同
一
の
報
酬

に
対
す
る
保
険
料
負
担
（
料
率
）
の
差

は
な
く
な
る
制
度
設
計
で
あ
っ
た
が
、

導
入
後
も
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

各
医
療
保
険
者
は
介
護
保
険
の
保
険

者
で
は
な
い
た
め
、「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
金
」
同
様
に
、
国
が
財
政
調
整

に
必
要
な
全
国
一
律
の
保
険
料
率
を
設

定
す
る
よ
う
見
直
す
こ
と
。�

（
継
続
）

16
．
誤
入
力
チ
ェ
ッ
ク
等
は
当
初
か
ら
あ

る
べ
き
シ
ス
テ
ム
機
能
で
あ
り
、「
誤

入
力
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
’24
」
に
係
る

手
数
料
に
つ
い
て
は
国
の
責
任
に
お
い

て
費
用
を
負
担
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

17
．
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
お
け
る
資

格
重
複
チ
ェ
ッ
ク
に
お
い
て
、
新
規
に

被
保
険
者
資
格
を
取
得
し
た
者
が
、
他

の
医
療
保
険
者
（
特
に
協
会
け
ん
ぽ
）

の
被
扶
養
者
に
認
定
さ
れ
た
ま
ま
の

ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
　

法
第
３
条
第
７
項
の
被
扶
養
者
の
定

義
に
「
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る

者
は
こ
の
限
り
で
な
い
」
旨
を
追
加
す

る
な
ど
し
て
、
医
療
保
険
者
が
職
権
に

よ
り
資
格
重
複
を
解
消
で
き
る
よ
う
法

整
備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
継
続
）

18
．
指
定
健
保
組
合
の
指
定
要
件
に
つ
い

て
は
、
平
成
13
年
２
月
６
日
付
保
険
課

長
通
知
が
示
さ
れ
た
と
き
の
状
況
と
は

異
な
り
、
高
齢
者
医
療
制
度
に
対
す
る

納
付
金
等
の
財
源
率
が
上
昇
し
て
い
る

な
ど
の
実
態
を
考
慮
し
た
上
で
、
当
該

組
合
の
財
政
健
全
化
に
つ
な
が
る
よ
う

な
指
定
要
件
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

19
．
保
険
医
療
機
関
等
の
指
導
・
監
査
体

制
の
強
化
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
い
ま
だ
十
分
な
体
制
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
更
に
体
制

強
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

20
．「
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養

担
当
規
則
」
に
お
い
て
、
受
診
の
都
度
、

被
保
険
者
証
等
に
よ
っ
て
療
養
の
給
付

を
受
け
る
資
格
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
保
険
医
療

機
関
等
に
お
い
て
、
月
初
め
の
み
被
保

険
者
証
等
を
確
認
し
て
い
る
実
態
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

及
び
マ
イ
ナ
保
険
証
の
導
入
効
果
を
発

揮
す
る
た
め
に
も
、
受
診
の
都
度
マ
イ

ナ
保
険
証
に
よ
る
受
付
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
規
則
ど
お
り
の
取
扱
い
を
徹
底

す
る
よ
う
保
険
医
療
機
関
を
指
導
し
て

い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

21
．
調
剤
レ
セ
プ
ト
の
請
求
に
関
し
て
記

載
誤
り
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
保
険
薬
局
に
お
い
て
処
方
せ
ん
で

は
な
く
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
り
療
養
の

給
付
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
よ
う
「
保
険
薬
局
及
び
保
険
薬

剤
師
療
養
担
当
規
則
」
を
改
正
し
て
い

た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

22
．
保
険
者
の
事
務
円
滑
化
の
た
め
、
電

子
化
に
則
し
た
レ
セ
プ
ト
様
式
及
び
記

録
要
領
（
郵
便
番
号
、
電
話
番
号
、
受

診
日
、
第
三
者
行
為
、
業
務
上
・
外
の

追
加
等
）
の
見
直
し
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　

ま
た
、
症
状
詳
記
等
の
添
付
文
書
の

電
子
化
も
義
務
付
け
る
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

23
．
医
科
レ
セ
プ
ト
に
、
治
療
し
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
傷
病
名
や
急
性
期
病
名

が
何
か
月
も
続
い
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど

多
く
の
傷
病
名
の
記
載
が
見
受
け
ら
れ
、

審
査
に
支
障
を
来
し
て
い
ま
す
。
支
払

基
金
に
お
い
て
、
保
険
医
療
機
関
に
病

名
整
理
を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
厚
生
（
支
）

局
の
指
導
監
査
に
お
い
て
も
、
保
険
医
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療
機
関
に
病
名
整
理
を
行
う
よ
う
指
導

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

24
．
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
の
利
用
率
が
、
現

状
で
は
極
め
て
低
い
が
、
そ
の
利
用
率

を
高
め
る
た
め
の
方
策
を
講
じ
て
い
た

だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

〈
事
務
処
理
改
善
等
要
望
事
項
〉

１
．
滞
納
処
分
認
可
書
に
事
業
所
名
を
明

記
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
滞
納
処
分
認
可
申
請
は
期
間

ご
と
の
認
可
申
請
を
要
す
る
が
、
債
権

確
保
の
た
め
に
は
急
施
を
要
す
る
の
で
、

事
業
所
を
単
位
と
し
た
認
可
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

２
．
柔
道
整
復
師
・
鍼
灸
師
の
施
術
に
係

る
療
養
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次

の
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

①　
「
各
種
保
険
適
用
」
な
ど
の
誤
解
を

招
く
広
告
や
看
板
等
が
多
数
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
広
告
表
示
等
の
あ
り

方
を
含
め
て
、
保
健
所
等
と
の
連
携
の

も
と
、
施
術
者
に
対
す
る
指
導
・
監
査

体
制
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
。

②　

柔
道
整
復
療
養
費
の
「
償
還
払
い
」

に
つ
い
て
は
、
保
険
者
単
位
の
「
償
還

払
い
」
を
早
急
に
導
入
す
る
こ
と
。

③　

療
養
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
柔

道
整
復
療
養
費
の
申
請
書
に
は
、
負
傷

の
部
位
数
等
に
関
わ
ら
ず
、
負
傷
原
因

の
記
入
を
必
須
項
目
と
す
る
こ
と
。

④　

鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
療
養
費
に
対

す
る
不
正
防
止
策
に
つ
い
て
は
、
十
分

な
体
制
を
構
築
す
る
な
ど
実
効
性
の
あ

る
も
の
と
し
、
不
正
に
対
す
る
罰
則
の

厳
格
化
を
図
る
こ
と
。

３
．
治
療
用
装
具
療
養
費
に
お
け
る
不
適

正
な
請
求
が
散
見
さ
れ
る
の
で
指
導
し

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

４
．
保
険
医
療
機
関
等
の
指
導
に
伴
う
地

方
厚
生
（
支
）
局
の
返
還
金
通
知
に
つ

い
て
、
現
物
高
額
療
養
費
が
含
ま
れ
て

い
な
い
も
の
が
相
変
わ
ら
ず
多
く
見
受

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
医
療
指
導
監
査

業
務
等
実
務
要
領
（
監
査
編
）
に
基
づ

き
記
載
す
る
よ
う
、
地
方
厚
生
（
支
）

局
及
び
保
険
医
療
機
関
等
に
対
し
て
徹

底
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
昨
年
の
回
答
に
医
療
指
導
監

査
業
務
等
実
務
要
領
へ
の
記
載
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
改
訂
を
予
定
し
て
い
る

「
指
導
編
」
に
盛
り
込
む
予
定
と
あ
り

ま
す
が
、
現
況
を
ご
教
示
い
た
だ
き
た

い
。�

（
継
続
・
修
正
）

５
．
予
算
編
成
に
お
い
て
準
備
金
限
度
内

部
分
を
満
た
さ
な
い
場
合
、「
準
備
金

限
度
内
部
分
に
係
る
積
立
計
画
」
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
行
の

２
年
間
で
の
積
立
計
画
で
は
無
理
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

ま
た
、
保
険
料
率
引
上
げ
を
前
提
と

し
た
計
画
で
は
、
健
保
組
合
解
散
の
議

論
に
直
結
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

中
長
期
的
な
計
画
期
間
と
す
る
な
ど
、

実
情
に
即
し
た
柔
軟
な
措
置
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

６
．
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
効
果
的
な
保
健
事
業
を
実
施
す

る
た
め
、
事
業
主
と
協
働
し
て
事
業
を

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
事

業
主
へ
の
協
力
要
請
な
ど
、
適
宜
適
切

な
取
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

７
．
住
民
票
の
住
所
を
変
更
し
た
場
合
、

医
療
保
険
者
に
登
録
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
に
よ
り
変
更
後
の
住
所
が
登
録
さ

れ
る
よ
う
仕
組
み
に
つ
い
て
、
業
務
効

率
化
に
つ
な
が
る
の
で
、
早
急
に
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
継
続
・
修
正
）

８
．
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
改
善
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

①　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
に
は
、
保
険

医
療
機
関
等
の
取
組
み
が
一
番
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
か
ら
保
険
医
療
機

関
等
へ
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。

　
　

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
受
診
す
る

際
の
メ
リ
ッ
ト
が
広
報
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
も
う
少
し
自
己
負
担
額
の
差
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。

②　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
環
境
が
整

備
さ
れ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
等
に
お

い
て
は
、
資
格
確
認
書
を
提
示
さ
れ
た

場
合
、
原
則
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
を
必
須
と
す
る
こ
と
。

　
　

ま
た
、
早
期
に
「
資
格
確
認
書
」
を

廃
止
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
一
本
化
す

る
こ
と
。�

〈
修
正
〉

③　

健
保
組
合
の
登
録
情
報
と
Ｊ-

Ｌ
Ｉ

Ｓ
の
情
報
を
突
合
す
る
際
、
外
国
人
氏

名
の
表
記
、
住
所
表
記
、
外
字
の
問
題

な
ど
で
、
不
一
致
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
誤
入
力
チ
ェ
ッ
ク
に
お
い
て

も
、
他
保
険
者
が
過
去
に
登
録
し
た
カ

ナ
氏
名
と
少
し
で
も
違
え
ば
「
疑
い
あ

り
」
と
し
て
検
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
本
格
的
な
移
行

を
控
え
、
加
入
者
情
報
を
正
確
か
つ
迅

速
に
中
間
サ
ー
バ
ー
に
登
録
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
関
係
す
る
全
て
の
機
関

で
統
一
し
た
表
記
が
使
わ
れ
る
よ
う
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
。

９
．
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
、
予
防
接

種
を
行
っ
た
日
と
同
日
に
お
け
る
初
診

料
及
び
再
診
料
の
算
定
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
た
め
、
保
険
医

療
機
関
等
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

全総協・予算編成に関する要望事項
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資料

令和６年度決算見込状況報告書

１．経常収入支出の状況（２４３組合） （単位：千円）

令和６年度 令和５年度 対前年度増減額 増減率

経 常 収 入 合 計 3,454,876,365 3,268,369,644 186,506,721 5.71%

経 常 支 出 合 計 3,431,949,799 3,324,913,550 107,036,249 3.22%

差 　 引 　 額 22,926,566 －56,543,906

赤字組合　　114組合 －48,632,547
黒字組合　　129組合 71,559,113

２．主要な収入支出項目 （単位：千円）

令和６年度 令和５年度 対前年度増減額 増減率

収
入

健康保険収入／保険料 3,430,526,113 3,248,306,226 182,219,887 5.61%

（再掲）コロナ猶予未収を除く 3,247,761,574

支
出

保険給付費／法定給付費 1,772,328,027 1,737,978,348 34,349,679 1.98%

納 　 付 　 金 1,433,309,307 1,368,554,383 64,754,924 4.73%

保 健 事 業 費 151,066,986 145,974,428 5,092,558 3.49%

　全国総合健康保険組合協議会はこのほど、

「令和６年度決算見込状況報告書」をまとめた。

全総協傘下243組合の令和６年度決算見込は、

経常収支で赤字組合が114組合（46.9％）、赤

字額は△486億3255万円、黒字組合は129組

合（53.1％）、黒字額は715億5911万円となっ

ており、経常収支差引額は229億2657万円の

黒字となっている。

　収入についてみると、 保険料収入は３兆

4305億３千万円で、対前年度比1822億２千万

円（5.61％）の増加となった。ただし、平均標

準報酬月額は1.98％の伸びにとどまっている。

　一方の支出について、 法定給付費は１兆

7723億３千万円で、対前年度比343億５千万

円（1.98％）の伸びとなった。納付金等は１兆

4333億１千万円で、対前年度比647億５千万

円（4.73％）の増加となっている。

　所要財源率は法定給付費が48.77‰で前年の

49.70‰よりも0.93ポイント減少、納付金等の

所要財源率は39.44‰で、同39.14‰より0.30

ポイント増加した。

　平 均 保 険 料 率 は98.499‰（事 業 主 負 担

50.513‰、被保険者負担47.986‰）となり、前

年度と比較して0.348‰上昇している。
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３．適用状況及び経常収支（総額） （単位：千円）

　項　　　　　　　目　 令和６年度 令和５年度 増　減 増�減�率（％）
組 　 合 　 数 � 　���
被　保　険　者　数　（人）
（再掲）保険料免除者数（人）
平　 均　 年　 齢　（歳）
被　扶　養　者　数　（人）
１人当たりの扶養者数　（人）
平均標準報酬月額　（円）
平 均 標 準 賞 与 額　（円）
平 均 保 険 料 率　（‰）

243
6,815,253
88,103
42.66

3,765,979
0.55

372,927
929,637
98.499

242
6,694,514
84,217
42.50

3,862,138
0.58

365,671
902,371
98.151

1
120,739
3,886
0.16

－96,159
－0.03
7,256
27,266
0.348

0.41
1.80
4.61
0.38

－2.49
－5.17
1.98
3.02
0.35　

経

常

収

入

　

健 康 保 険 収 入
　 保　　 険　　 料
　 国 庫 負 担 金 収 入
　 そ　　 の　　 他
退 職 積 立 金 繰 入
保 証 金 積 立 金 繰 入
特定健康診査・保健指導補助金

特定健康診査等事業収入
病 院 診 療 所 収 入
訪 問 看 護 事 業 収 入
介護老人保健施設収入
前 期 高 齢 者 交 付 金
出 産 育 児 交 付 金
雑 収 入

3,431,817,982
3,430,526,113
1,288,600
3,269

2,696,995
3,248
634,329
2,026,346
441,867

0
0
0

1,682,111
15,573,487

3,249,585,684
3,248,306,226
1,279,147

311
2,326,824
1,000

590,903
1,839,147
491,588

0
0
0
－

13,534,498

182,232,298
182,219,887

9,453
2,958

370,171
2,248
43,426
187,199
－49,721

－
－
－
－

2,038,989

5.61
5.61
0.74
－

15.91
－
7.35
10.18

－10.11
－
－
－
－

15.07
合　　　　計 3,454,876,365 3,268,369,644 186,506,721 5.71

　
　

経　
　
　

常　
　
　

支　
　
　

出　
　

事 務 費
保 険 給 付 費
法 定 給 付 費
　��� 医 療 給 付 費
　��　その他の給付費
付 加 給 付 費
納 付 金
　前期高齢者納付金
　後期高齢者支援金
�� 病 床 転 換 支 援 金
日 雇 拠 出 金

　退職者給付拠出金
流行初期医療確保拠出金

出産育児関係事務費拠出金

保 健 事 業 費
そ の 他

44,171,362
1,794,958,959
1,772,328,027
1,579,978,640
192,349,387
22,630,932

1,433,309,307
611,611,560
821,509,424

329
184,999
2,995
0
0

151,066,986
8,443,185

42,122,662
1,759,837,076
1,737,978,348
1,554,419,511
183,558,837
21,858,728

1,368,554,383
587,081,921
781,405,214

1,035
57,450
8,763
－
－

145,974,428
8,425,001

2,048,700
35,121,883
34,349,679
25,559,129
8,790,550
772,204

64,754,924
24,529,639
40,104,210
－706
127,549
－5,768

－
－

5,092,558
18,184

4.86
2.00
1.98
1.64
4.79
3.53
4.73
4.18
5.13

－68.21
－

－65.82
－
－
3.49
0.22

合　　　　計 3,431,949,799 3,324,913,550 107,036,249 3.22
　 経 常 収 支 差 引 額　 22,926,566 －56,543,906 79,470,472 －140.55
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４．保険料率別組合数の推移

保険料率
（一般＋調整）

組　　合　　数 割　　　合（％）
令　和
６年度

令　和
５年度

令　和
４年度

令　和
６年度

令　和
５年度

令　和
４年度

1000分の 70未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
70以上～ 75未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
75以上～ 80未満 0 1 1 0.00 0.41 0.41
80以上～ 85未満 3 2 2 1.23 0.83 0.83
85以上～ 90未満 7 7 8 2.88 2.89 3.31
90以上～ 95未満 29 33 36 11.93 13.64 14.88
95以上～ 100未満 102 99 100 41.98 40.91 41.32

100 43 48 45 17.70 19.83 18.60
100超～ 105未満 34 32 30 13.99 13.22 12.40
105以上～ 110未満 19 15 18 7.82 6.20 7.44 ・最低保険料率� 80.000（‰）

110以上 6 5 2 2.47 2.07 0.83 ・最高保険料率� 113.000（‰）
合　計 243 242 242 100 100 100 ・平均保険料率� 98.499（‰）

※　保険料率引上げ組合数　 27組合

６．介護保険料率別組合数

保険料率
（一般＋調整）

組　　合　　数 割　　　合（％）
令　和
６年度

令　和
５年度

令　和
４年度

令　和
６年度

令　和
５年度

令　和
４年度

1000分の 10未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
10以上～ 12未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
12以上～ 14未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
14以上～ 16未満 3 2 2 1.23 0.83 0.83
16以上～ 18未満 129 110 119 53.09 45.45 49.17
18以上～ 20未満 105 125 115 43.21 51.65 47.52 ・最低保険料率� 15.000（‰）

20以上 6 5 6 2.47 2.07 2.48 ・最高保険料率� 21.800（‰）
合　計 243 242 242 100 100 100 ・平均保険料率� 17.558（‰）

※　保険料率引上げ組合数　 11組合

５．拠出金の義務的経費（拠出金＋法定給付費）に占める割合別組合数

義務的経費に
占める割合

組　　合　　数 割　　　合（％）
令　和
６年度

令　和
５年度

令　和
４年度

令　和
６年度

令　和
５年度

令　和
４年度

25以上～ 30未満 1 3 3 0.41 1.24 1.24
30以上～ 35未満 9 7 13 3.70 2.89 5.37
35以上～ 40未満 52 59 64 21.40 24.38 26.45
40以上～ 45未満 110 105 109 45.27 43.39 45.04
45以上～ 50未満 60 60 47 24.69 24.79 19.42
50以上～ 55未満 10 8 5 4.12 3.31 2.07 ・最低割合� 28.80（％）

55以上 1 0 1 0.41 0.00 0.41 ・最高割合� 58.56（％）
合　計 243 242 242 100 100 100 ・平均割合� 44.71（％）
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【参考資料】

〈資料・令和６年度決算見込状況報告書〉
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経常収支差引額（円） 平均保険料率（‰） 実質保険料率（‰）（円）

(‰)
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シリーズ組合訪問 

東京中央卸売市場健康保険組合

UUUUUUUUUUUUUUUUUUUU

適
用
９
２
５
事
業
所
の
う
ち

加
入
者
２
人
以
下
は
２
５
０

指
定
健
保
か
ら
回
復
し
て
財
政
は
安
定

　

東
京
中
央
卸
売
市
場
は
、
築
地
か
ら
豊
洲
に
移
転

し
て
７
年
目
を
迎
え
た
。「
令
和
」
の
幕
開
け
と
と
も

に
始
ま
っ
た
新
た
な
歴
史
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
て
、
今
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
に
よ
っ
て

一
層
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

　

東
京
都
江
東
区
に
あ
る
豊
洲
市
場
の
敷
地
内
及
び
、

都
内
・
関
東
近
県
の
卸
売
市
場
等
に
所
在
す
る
事
業

所
が
加
入
す
る
東
京
中
央
卸
売
市
場
健
康
保
険
組
合

（
理
事
長
＝
久
我
勝
二
氏
）
の
適
用
事
業
所
数
は
９

２
５
、
被
保
険
者
数
は
１
万
８
１
７
７
人
と
な
っ
て

い
る
。

　

卸
売
市
場
で
は
主
に
、
鮮
魚
、
野
菜
、
花か

卉き

を
取

り
扱
っ
て
い
て
、
朝
が
早
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

　

築
地
か
ら
豊
洲
へ
の
「
市
場
」
の
移
転
（
平
成
30
年
10
月
）
に
伴
っ
て
、
東
京
中
央
卸

売
市
場
健
康
保
険
組
合
も
事
務
所
を
移
転
し
た
が
、
平
成
25
～
26
年
度
に
は
財
政
が
悪

化
し
て
「
指
定
健
保
」
と
な
っ
て
い
た
。
保
険
料
率
の
大
幅
引
上
げ
や
保
健
事
業
の
縮
小

を
迫
ら
れ
る
中
、
卸
業
者
・
仲
卸
業
者
ら
、
加
入
者
に
よ
る「
自
分
た
ち
の
組
合
」
と
い

う
意
識
の
も
と
で
財
政
改
善
に
取
り
組
み
、
現
在
の
料
率
は
９
・
９
％
、
新
た
に
始
ま

る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」
と
の
見
合
い
で
は
料
率
引
下
げ
も
視
野
に
入
っ
て
い
る
。

実
際
に
は
、
せ
り
の
準
備
を
含
め
て
仕
事
は
深
夜
か

ら
始
ま
り
、
一
般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
出
勤
時
間
に

は
業
務
は
終
っ
て
い
る
。

　

適
用
事
業
所
は
、
豊
洲
市
場
に
４
７
６
（
全
体
の

51
％
）、
大
田
や
足
立
な
ど
の
都
内
の
市
場
に
３
５
８

（
39
％
）、
埼
玉
、
千
葉
な
ど
他
県
の
市
場
等
に
91

（
10
％
）
あ
る
が
、
特
徴
的
な
の
は
事
業
所
規
模
が
小

さ
い
こ
と
で
、
５
人
未
満
事
業
所
が
半
数
以
上
の
５

２
１
（
56
％
）
で
あ
る
一
方
、
１
０
０
人
以
上
事
業

所
は
36
（
４
％
）
し
か
な
い
。
中
で
も
１
人
事
業
所

１
２
８
（
14
％
）、
２
人
事
業
所
１
２
２
（
13
％
）
と

い
う
の
は
、
保
健
事
業
を
始
め
と
し
て
、
適
用
や
給

〈健保組合の概況〉
〒135-0061　東京都江東区豊洲6-6-1

TEL�03-6633-0711　FAX�03-6636-6100

理�事長＝久我 勝二�氏（東都水産㈱代表取締役社長）
常務理事＝天野 秀春�氏
設立年月日＝�昭和24年8月1日
主たる業態＝�市場内にある卸、仲卸を主たる業とする事業所

及びその他の業種の事業所
事業所数＝925事業所
被保険者数＝18,177人（男13,171人、女5,006人）
平均標準報酬月額＝387,387円（男427,782円、女281,106円）
平均年齢＝47.10歳（男47.90歳、女45.00歳）
被扶養者数＝10,587人　扶養率＝0.58
保�険料率＝99.00‰（一般97.73‰、調整1.27‰）
介護保険料率＝17.00‰� （令和7年4月末現在）

豊洲市場の管理施設棟（健保組合は２階）
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政
状
況
で
し
た
。
い
ま
思
え
ば
中
途
半
端
で
は
な
く
、

加
入
事
業
所
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
、
一
気
に

10
・
４
％
と
し
て
、
こ
の
料
率
を
２
年
間
継
続
で
き

た
こ
と
で
財
政
回
復
の
道
筋
が
見
え
た
の
だ
と
思
い

ま
す
」
と
、
前
任
の
紙
田
英
明
常
務
理
事
と
と
も
に

事
務
長
と
し
て
奔
走
し
た
経
緯
を
振
り
返
る
。

　

そ
の
後
の
財
政
は
順
調
に
推
移
し
て
、
29
年
度
の

保
険
料
率
は
10
・
２
％
、
30
年
度
は
10
・
０
％
、
そ

し
て
令
和
２
年
度
に
は
９
・
９
％
へ
と
段
階
的
に
引

き
下
げ
、
準
備
金
も
保
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
財
政
を
回
復
す
る
過
程
で
は
多
く
の
事
業
所
の

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
最
近

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
よ
る
収
入
の
伸
び
も
あ
っ

て
、
安
定
基
調
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
８
年
度
は

更
な
る
料
率
引
下
げ
も
検
討
で
き
る
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の
概
要

が
固
ま
ら
な
い
と
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
し

ば
ら
く
は
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
」（
天

野
常
務
理
事
）
と
堅
実
・
慎
重
な
経
営
姿
勢
で
組
合

運
営
に
臨
ん
で
い
る
。

　

築
地
か
ら
豊
洲
へ
の
移
転
（
平
成
30
年
）
や
コ
ロ

ナ
禍
（
令
和
２
年
～
）
の
前
に
財
政
回
復
の
道
筋
を

つ
け
て
い
た
こ
と
が
、
今
の
財
政
の
安
定
基
調
の
回

復
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

実
際
に
、
移
転
に
伴
っ
て
一
部
の
事
業
所
の
廃
業

や
本
社
一
括
適
用
に
よ
る
被
保
険
者
の
大
幅
減
少
も

あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
被
保
険
者
数
は
回
復
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

度
、
３
年
度
は
、
標
準
報
酬
は
減
少
し
た
も
の
の
、

４
年
度
か
ら
は
伸
び
に
転
じ
て
、
そ
れ
以
降
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
影
響
に
よ
る
賞
与
の
伸
び
も
あ
っ
て
、

財
政
を
支
え
て
い
る
。

　

一
方
の
給
付
費
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
減
少
し
て
い
た
が
、
３
年
度
か
ら
は
増
加
に

転
じ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
後
の
医
療
費
増
に
つ
い
て
天

野
常
務
理
事
は
、「
伸
び
が
大
き
く
て
び
っ
く
り
し

て
い
る
が
、
何
が
伸
び
て
い
る
か
、
と
い
う
よ
り
も
、

医
療
費
も
現
金
給
付
も
全
部
が
伸
び
て
い
る
。
た
だ
、

３
年
度
、
４
年
度
、
５
年
度
は
伸
び
て
き
た
が
、
実

は
６
年
度
は
逆
に
減
っ
て
い
る
」
と
い
い
、
そ
の
要

因
と
し
て
は
、「
受
診
率
は
増
加
し
た
も
の
の
、
高
齢

者
の
医
療
費
が
1
人
当
た
り
入
院
医
療
費
と
1
人
当

た
り
外
来
医
療
費
の
減
少
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
。

特
に
減
少
し
た
の
は
1
人
当
た
り
入
院
医
療
費
だ
っ

た
。
あ
と
は
６
年
度
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が

10
月
か
ら
伸
び
た
一
方
で
、
年
明
け
に
は
沈
静
化
し

た
影
響
も
あ
る
の
か
」
と
分
析
し
て
い
る
。

事
業
所
訪
問
で
信
頼
関
係
を
構
築

　

市
場
に
あ
る
事
業
所
の
事
務
職
の
勤
務
形
態
は
、

い
わ
ゆ
る
「
９
時
５
時
」
で
あ
る
一
方
、
せ
り
の
現

場
で
働
く
多
く
の
被
保
険
者
は
、
深
夜
か
ら
早
朝
ま

で
が
実
働
時
間
と
い
う
「
市
場
健
保
」
の
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
の
取
組
に
は
、
様
々
な
工
夫
が

求
め
ら
れ
る
。

　

こ
こ
数
年
の
特
定
健
診
の
受
診
率
（
令
和
４
年
度

→
５
年
度
→
６
年
度
（
見
込
））
は
、
63
・
７
％

→
66
・
６
％
→
69
・
９
％
へ
と
国
の
目
標
値
を
僅
か

付
な
ど
の
事
業
展
開
に
様
々
な
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。

　

事
業
状
況
を
み
る
と
、
令
和
７
年
度
予
算
は
、
収

入
99
・
３
億
円
に
対
し
、
支
出
は
94
・
８
億
円
と
黒

字
予
算
を
組
ん
で
い
る
。
保
険
料
率
は
９
・
９
％
で
、

令
和
２
年
度
か
ら
６
年
連
続
で
据
え
置
き
と
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
数
年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
も

あ
っ
て
安
定
し
た
財
政
運
営
を
確
保
し
て
い
る
が
、

実
は
平
成
25
年
、
26
年
度
は
財
政
悪
化
に
よ
り
、
28

年
度
か
ら
30
年
度
の
３
年
間
「
指
定
健
保
組
合
」
と

な
っ
て
、
様
々
な
財
政
改
善
に
取
り
組
ん
だ
経
験
が

あ
る
。
多
く
の
保
健
事
業
を
見
合
わ
せ
る
と
と
も
に
、

保
険
料
率
も
27
年
度
に
は
10
・
４
％
ま
で
引
き
上
げ

た
。

　

天
野
秀
春
常
務
理
事
は
「
当
時
は
相
当
厳
し
い
財

UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU

事務所の様子
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に
上
回
る
水
準
を
確
保
し
つ
つ
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

天
野
常
務
理
事
は
、「
本
人
・
家
族
別
の
実
施
率

は
概
ね
、
本
人
80
％
、
家
族
30
％
と
な
っ
て
お
り
、

健
診
費
用
の
補
助
を
手
厚
く
し
た
り
、
家
族
向
け
の

受
診
機
会
を
増
や
す
な
ど
で
、
令
和
７
年
度
は
70
％

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
事
業
所
の
理
解
と
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
な
ん
と
か
ク
リ
ア
で
き
る
見
込

で
す
」
と
説
明
す
る
。

　

令
和
７
年
度
の
職
場
健
診
（
特
定
健
診
）
の
一
部

負
担
は
２
０
０
０
円
、
女
性
の
特
定
健
診
は
３
０
０

０
円
で
、
い
ず
れ
も
数
年
で
半
額
程
度
に
ま
で
引
き

下
げ
て
き
た
。
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
、
受
診
率
の
着

実
な
伸
び
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

昨
年
は
、
豊
洲
市
場
に
検
診
車
を
呼
ん
で
、
少
し

で
も
受
診
機
会
を
増
や
す
取
組
を
行
っ
た
。
勤
務
形

態
に
幅
の
あ
る
「
市
場
」
と
し
て
初
め
て
の
取
組
と

い
う
。
実
施
時
間
は
朝
７
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
、

対
象
は
３
０
０
０
人
い
る
が
、
実
際
に
受
診
し
た
の

は
６
０
０
人
と
い
う
。「
少
し
で
も
受
診
機
会
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今
年
も
や
り
ま
す
。
今

年
は
１
０
０
０
人
を
超
え
る
予
定
で
す
」（
天
野
常

務
理
事
）
と
言
う
。

　

特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
を
み
る
と
、
同
５
・

３
％
→
５
・
４
％
→
５
・
８
％
で
推
移
し
て
い
る
。

や
は
り
国
の
目
標
値
を
上
回
る
水
準
と
な
っ
て
い
る

が
、「
健
保
組
合
専
属
の
保
健
師
を
採
用
し
て
、
健
診

受
診
後
の
初
回
の
保
健
指
導
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

体
制
は
整
い
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
１
～
２
人
と
い
う
比
較
的
規
模

の
小
さ
い
事
業
所
の
多
い
「
市
場
健
保
」
に
あ
っ
て
、

50
人
以
上
の
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
相
田
事
務
長
、

保
健
師
及
び
保
健
事
業
課
職
員
を
中
心
に
直
接
訪
問

し
て
、
事
業
所
職
員
の
健
康
状
況
の
説
明
と
受
診
勧

奨
を
し
て
き
た
取
組
が
あ
る
。
そ
の
数
は
毎
年
20
～

30
社
を
超
え
る
と
い
う
。「
行
っ
て
話
せ
ば
事
業
所

単
位
の
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
に
も
興
味
を
示
し

て
く
れ
る
し
、
や
は
り
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
大
事

に
し
て
く
れ
る
伝
統
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
」

と
言
う
。

　

昭
和
24
年
の
設
立
か
ら
70
余
年
を
過
ご
し
て
き
た

「
築
地
」
か
ら
の
移
転
、
コ
ロ
ナ
禍
の
後
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
な
ど
「
市
場
」
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
わ
っ
て
き
た
が
、
財
政
悪
化
に
よ
る
「
指
定
健

保
組
合
」
と
し
て
の
保
険
料
率
の
大
幅
引
上
げ
に
も

「
自
分
た
ち
の
組
合
」
と
い
う
理
解
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
根
付
い
て
い
る
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
た
。

仕事は前例にとらわれず 
まずは最善をつくして
　東京中央卸売市場健康保険組合

常務理事 天
あま

野
の

�秀
ひで

春
はる
�氏

　常務理事を含めて17人の職員が925
事業所、18,177人の被保険者、10,587人
の被扶養者の健康を守っている。
　業務を進めるにあたって、「被保険
者数の規模の割りに事業所の数が多い

ので、窓口業務、電話対応が多いといえます。また、事業所の
多くは同じ建物の中にあって、銀行や郵便局も入っているにも
かかわらず、組合の窓口に現金で数百万円もの保険料を納めに
来られることもあります」と、健保組合の特徴を説明する。
　「このため職員は、事業主、お客さんと接する機会も多くなる
ので、親切・丁寧な応対は当然として、体調にも留意して仕事
をしてほしい」と職員の健康に意を用いている。
　最近は、「マイナ保険証への対応や、子ども・子育て支援金に
関連する事務など、新たな対応が求められています。職員には、
前例にとらわれることなく、まずは最善を尽くしてほしい」と
いう方針で仕事に臨んでいる。
　中でも「マイナンバーカードとの紐づけには苦労しました」とい
う。その実態について、「（自身は）健康だよ、医者なんか行かない
よ、保険証なんか使ったことないよ、という前期高齢者世代の社長
の方々に、マイナ保険証への切替えをお願いするのは難しい」と。
　健康法には「ウォーキング」を挙げる。健保組合の事務所も
健康経営優良法人に名乗りを上げ、ウォーキングには職場ぐる
みで取り組んでいる。「それぞれが目標を持って歩いていますが、
私は、行きも帰りも１駅前で降りて20分くらい歩いて通勤して
います。その甲斐もあってか、５年間で５キロの減量に結び付
きました」と効果を実証している。

シリーズ組合訪問  UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU
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○
国
会
議
員
へ
の
取
組

　
自
民
党
「
国
民
皆
保
険
を
守
る
国
会

議
員
連
盟
」
と
意
見
交
換

　

令
和
７
年
５
月
13
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
で
、
自

民
党
「
国
民
皆
保
険
を
守
る
国
会
議
員

連
盟
」
第
９
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
健

保
連
本
部
・
都
道
府
県
連
合
会
と
と
も

に
参
加
し
た
。

　

健
康
保
険
組
合
連
合
会
会
長
代
理
の

佐
野
雅
宏
氏
が
健
保
組
合
の
財
政
状
況

と
「
全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
に
向
け

た
提
言
・
要
望
」
を
説
明
し
た
。

　

意
見
交
換
の
後
、「
国
民
皆
保
険
制

度
の
堅
持
に
向
け
た
提
言
」
案
が
提
起

さ
れ
、
議
連
の
意
見
と
し
て
採
択
し
た
。

　
公
明
党
「
健
康
保
険
組
合
議
員
懇
話

会
・
厚
生
労
働
部
会
・
社
会
保
障
制
度

調
査
会
」
と
意
見
交
換

　

令
和
７
年
５
月
16
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
で
、
公

明
党
「
健
康
保
険
組
合
議
員
懇
話
会
・

厚
生
労
働
部
会
・
社
会
保
障
制
度
調
査

会
」
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
、
健
保
連

本
部
・
東
総
協
と
と
も
に
参
加
し
た
。

　

健
康
保
険
組
合
連
合
会
会
長
代
理
の

佐
野
雅
宏
氏
が
「
全
世
代
型
社
会
保
障

の
構
築
に
向
け
、
国
民
皆
保
険
制
度
の

現
状
を
直
視
し
、
将
来
を
見
据
え
制
度

の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
、
改

革
工
程
に
基
づ
く
不
断
の
見
直
し
に
取

り
組
む
べ
き
」
と
説
明
し
た
。

　

公
明
党
は
、「
要
望
を
受
け
止
め
し

っ
か
り
と
対
応
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

○
医
療
制
度
等
対
策
委
員
会

　

令
和
７
年
６
月
６
日
、
東
京
都
新
宿

区
の
東
貨
健
保
会
館
で
、
令
和
７
年
度

第
１
回
医
療
制
度
等
対
策
委
員
会
を
開

催
し
、
厚
生
労
働
省
保
険
局
保
険
課
へ

提
出
す
る
「
令
和
８
年
度
健
康
保
険
組

合
予
算
編
成
に
関
す
る
要
望
事
項
の
取

り
ま
と
め
」
に
つ
い
て
、
検
討
集
約
を

行
っ
た
。

　

取
り
ま
と
め
た
要
望
事
項
（
66
項

目
）
に
つ
い
て
は
、
６
月
27
日
、
厚
生

労
働
省
保
険
局
保
険
課
及
び
健
康
保
険

組
合
連
合
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
た

（
４
～
10
頁
参
照
）。

○
広
報
委
員
会

　

令
和
７
年
７
月
11
日
、
東
京
都
新
宿

区
の
東
貨
健
保
会
館
で
、
令
和
７
年
度

第
２
回
広
報
委
員
会
を
開
催
し
、
①

「
総
合
け
ん
ぽ
」
第
１
６
５
号
（
令
和
７

年
７
月
号
）
の
校
正
等
、
②
同
第
１
６

６
号
（
令
和
７
年
10
月
号
）
の
編
集
方

針
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

千 

葉　
　
　
　
　
　

（
千
葉
県
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

○
定
例
総
会

　

令
和
７
年
５
月
22
日
、
千
葉
県
成
田

市
の
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
成
田
で
、
令
和
７

年
度
第
１
回
定
例
総
会
を
開
催
し
、
９

組
合
10
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
笠
原
会
長
が
健
康
保
険
組
合

を
巡
る
情
勢
及
び
千
総
協
・
全
総
協
の

事
業
へ
の
協
力
依
頼
を
含
め
た
挨
拶
を

行
っ
た
後
、
①
令
和
６
年
度
事
業
報
告

及
び
収
入
支
出
決
算
、
②
同
決
算
監
査

報
告
、
③
同
決
算
残
金
処
分
、
④
令
和

７
年
度
事
業
計
画
及
び
収
入
支
出
予
算

案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承

認
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
日
本
年
金
機
構
千
葉

年
金
事
務
所
の
藤
崎
龍
弥
適
用
調
査
課

長
か
ら
、
日
本
年
金
機
構
の
近
況
を
ご

報
告
い
た
だ
い
た
後
、
各
組
合
に
お
け

※�「令和６年度収入支出決算見込表」の提出に
　ご協力いただき誠にありがとうございました。

••••••••••••••••••••••••••••••••
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
••••••••••••••••••••••••••••••••

予
告
� �第1２0回定例総会及び�
福祉共済会第19回定例総会を�
開催します

日時　令和７年９月24日（水）
　　　13時00分～
場所　明治記念館
　　　東京都港区元赤坂２－２－23
議題　○�令和６年度事業報告及び�

収入支出決算報告
　　　○その他
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▽
副
会
長
＝
南
彰
（
電
設
工
業
・
専
務

理
事
）、
林
正
勝
（
東
京
都
電
機
・
専
務

理
事
）

神
奈
川　

 　
　
　
　

（
神
奈
川
県
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

○
役
員
会

　

令
和
７
年
５
月
８
日
、
横
浜
市
中
区

の
神
奈
川
県
電
設
健
保
組
合
で
、
役
員

会
を
開
催
し
、
９
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
清
水
会
長
の
挨
拶
後
、
議
題

の
定
例
総
会
の
会
期
及
び
提
出
議
案
の

①
令
和
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
入

支
出
決
算
案
、
②
同
収
入
支
出
決
算
残

金
処
分
案
の
内
容
を
審
議
し
、
原
案
ど

お
り
承
認
し
た
。

○
定
例
総
会

　

令
和
７
年
６
月
13
日
、
横
浜
市
西
区

の
ホ
テ
ル
プ
ラ
ム
横
浜
で
、
定
例
総
会

を
開
催
し
、
15
組
合
31
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
清
水
会
長
の
挨
拶
後
、
来
賓

の
健
康
保
険
組
合
連
合
会
神
奈
川
連
合

会
の
堤
俊
介
事
務
局
長
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
。

　

議
案
の
①
令
和
６
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
入
支
出
決
算
案
、
②
同
収
入
支

出
決
算
残
金
処
分
案
を
審
議
し
、
原
案

ど
お
り
承
認
し
た
。

○
保
健
事
業
等
研
修
会

　

令
和
７
年
７
月
９
日
、
横
浜
市
西
区

の
ホ
テ
ル
プ
ラ
ム
横
浜
で
、
保
健
事
業

等
研
修
会
を
開
催
し
、
会
員
16
組
合
32

名
に
加
え
、
会
員
外
９
組
合
10
名
が
参

加
し
た
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ル
ス
ケ
ア
株
式
会
社
事

業
本
部
健
保
企
画
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
忌
部
公
介
氏
と
同
グ
ル
ー
プ
薬

剤
師
の
生
越
史
行
氏
に
よ
り
、「
医
薬

品
適
正
化
の
新
た
な
国
の
流
れ
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

中 

部　
　
　
　
　
　

（
中
部
地
区
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

○
理
事
会

　

令
和
７
年
５
月
16
日
、
名
古
屋
市
中

村
区
の
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、
理

事
会
を
開
催
し
、
13
組
合
14
名
が
出
席

し
た
。

　

議
案
の
①
令
和
６
年
度
事
業
実
施
結

果
報
告
案
、
②
同
収
入
支
出
決
算
案
、

③
同
決
算
残
金
処
分
案
、
④
総
会
・
理

事
会
・
各
委
員
会
の
開
催
方
法
に
係
る

中
総
協
会
則
、
委
員
会
規
程
の
一
部
改

正
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
し
た
。

　

な
お
、
⑤
中
総
協
今
後
の
方
向
性
及

び
会
費
検
討
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
議

る
電
子
申
請
の
利
用
状
況
及
び
令
和
７

年
度
の
定
時
決
定
処
理
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

東 
京　
　
　
　
　
　

（
東
京
都
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

○
テ
ー
マ
別
研
修
会

　

令
和
７
年
５
月
16
日
、
千
代
田
区
の

薬
業
健
保
会
館
で
、
テ
ー
マ
別
研
修
会

を
開
催
し
、
76
組
合
１
１
４
名
が
参
加

し
た
。

　

健
康
保
険
組
合
連
合
会
組
合
サ
ポ
ー

ト
部
組
合
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
指
導
員

の
直
井
紀
美
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
公

費
負
担
医
療
の
知
識
（
初
級
～
中
級
）」

を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
が
行
わ
れ
た
。

○
一
般
職
員
研
修
会

　

令
和
７
年
６
月
24
、
25
日
、
千
代
田

区
の
薬
業
健
保
会
館
で
、
一
般
職
員
研

修
会
を
開
催
し
、
39
組
合
67
名
が
参
加

し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
南
副
会
長
の
挨
拶
の

後
、
２
日
間
の
研
修
で
は
、
東
総
協
の

齊
藤
事
務
局
長
に
よ
り
、「
健
康
保
険

の
概
要
」
と
「
健
保
組
合
業
務
の
概
要
」

に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
と
ビ

ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
」
で
は
、
合
同
会
社
Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
の
石
井
美
江
氏
を
講
師
に
迎

え
、
個
人
の
ス
キ
ル
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
や
、
効
率
的
な
仕

事
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
研
修

が
行
わ
れ
た
。

○
定
期
総
会

　

令
和
７
年
６
月
30
日
、
千
代
田
区
の

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
、
定
期
総
会

を
開
催
し
、
78
組
合
１
０
６
名
が
出
席

し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
黒
田
会
長
が
健
保
組

合
を
巡
る
情
勢
等
を
含
め
て
挨
拶
を
行

っ
た
後
、
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
及

び
収
入
支
出
決
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
た
。

　

続
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

改
選
が
行
わ
れ
、
新
役
員
を
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
関
東
信
越
厚
生
局
の

武
田
康
久
局
長
、
全
国
総
合
健
康
保
険

組
合
協
議
会
の
後
藤
利
美
専
務
理
事
、

健
康
保
険
組
合
連
合
会
東
京
連
合
会
の

米
川
孝
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
の
結

果
、
会
長
・
副
会
長
は
次
の
と
お
り
決

定
し
た
。

▽
会
長
＝
黒
田
詠
一
（
東
京
薬
業
・
専

務
理
事
）
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案
と
せ
ず
、
総
会
で
意
見
交
換
す
る
こ

と
と
し
た
。

○
定
例
総
会

　

令
和
７
年
６
月
19
～
20
日
、
岐
阜
県

大
垣
市
の
ク
イ
ン
テ
ッ
サ
ホ
テ
ル
大
垣

で
、
定
例
総
会
を
開
催
し
、
34
組
合
34

名
が
出
席
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
全
国
総
合
健
康
保
険

組
合
協
議
会
専
務
理
事
の
後
藤
利
美
氏

か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

議
案
の
①
令
和
６
年
度
事
業
実
施
結

果
報
告
案
、
②
同
収
入
支
出
決
算
案
、

③
同
決
算
残
金
処
分
案
、
④
総
会
・
理

事
会
・
各
委
員
会
の
開
催
方
法
に
係
る

中
総
協
会
則
、
委
員
会
規
程
の
一
部
改

正
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
し
た
。

　

全
総
協
委
員
会
報
告
の
後
、
中
総
協

今
後
の
方
向
性
及
び
会
費
検
討
の
進
め

方
に
つ
い
て
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏

ま
え
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

総
会
後
の
研
修
会
で
は
、
第
１
部
は
、

東
京
大
学
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン

タ
ー�

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
研
究
ユ
ニ
ッ
ト

客
員
研
究
員
の
村
松
賢
治
氏
に
よ
り
、

「
ま
す
ま
す
高
ま
る
健
康
経
営
の
重
要

性
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
第
２
部
で
は
、
ア
ク
サ
生
命

保
険
株
式
会
社
Ｈ
Ｐ
М
事
業
開
発
部
シ

ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

の
樋
口
久
氏
に
よ
り
、「
こ
れ
か
ら
の

健
康
経
営
の
方
向
性
」
と
題
す
る
講
演

が
行
わ
れ
た
。

近 

畿　
　
　
　
　
　

（
近
畿
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

○
医
療
制
度
対
策
委
員
会

　

令
和
７
年
５
月
８
日
、
大
阪
市
中
央

区
の
大
織
健
保
会
館
で
、
医
療
制
度
対

策
委
員
会
を
開
催
し
、
14
組
合
15
名
が

出
席
し
た
。

　

山
上
委
員
長
が
議
題
の
「
令
和
８
年

度
予
算
編
成
に
対
す
る
厚
労
省
へ
の
要

望
・
意
見
」
に
つ
い
て
、
各
健
保
組
合

か
ら
の
要
望
事
項
等
を
説
明
し
、
委
員

会
に
て
検
討
し
た
。
最
後
に
青
島
会
長

が
情
勢
報
告
を
兼
ね
て
挨
拶
し
た
。

　

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
要
望
事
項
は
、

近
総
協
の
要
望
事
項
と
し
て
全
総
協
へ

提
出
し
た
。

○
業
務
対
策
委
員
会

　

令
和
７
年
５
月
９
～
10
日
、
滋
賀
県

守
山
市
の
琵
琶
湖
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル

で
、
業
務
対
策
委
員
会
を
開
催
し
、
13

組
合
14
名
が
出
席
し
た
。

　

青
島
会
長
の
情
勢
報
告
を
兼
ね
た
挨

拶
の
後
、
高
山
委
員
長
と
山
本
副
委
員

長
が
議
題
の
「
令
和
６
年
度
事
業
結
果

及
び
決
算
」
を
報
告
し
、「
令
和
７
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
」
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

　

ま
た
、
健
康
保
険
組
合
連
合
会
大
阪

連
合
会
医
療
対
策
室
長
の
山
田
寛
孝
氏

に
よ
り
、「
高
齢
者
拠
出
金
お
よ
び
介

護
納
付
金
等
の
し
く
み
に
つ
い
て
」
と

題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

○
福
利
厚
生
委
員
会

　

令
和
７
年
５
月
30
～
31
日
、
滋
賀
県

大
津
市
の
ザ�

グ
ラ
ン�

リ
ゾ
ー
ト
近
江

舞
子
で
、
福
利
厚
生
委
員
会
を
開
催
し
、

13
組
合
14
名
が
出
席
し
た
。

　

植
田
委
員
長
の
開
催
挨
拶
の
後
、
委

員
長
と
近
藤
副
委
員
長
が
議
題
の
「
令

和
６
年
度
事
業
結
果
及
び
決
算
」
を
報

告
し
、「
令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び

予
算
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
、

各
行
事
の
実
行
委
員
会
か
ら
の
報
告
を

受
け
、
日
程
・
行
事
等
を
検
討
し
た
。

　

最
後
に
青
島
会
長
が
情
勢
報
告
を
兼

ね
て
挨
拶
し
た
。

○
理
事
・
監
事
会

　

令
和
７
年
６
月
５
日
、
大
阪
市
中
央

区
の
大
織
健
保
会
館
で
、
理
事
・
監
事

会
を
開
催
し
、
理
事
、
監
事
21
名
が
出

席
し
た
。

　

議
案
の
①
令
和
６
年
度
事
業
報
告
案
、

②
同
収
入
支
出
決
算
案
、
③
同
収
入
支

出
決
算
残
金
処
分
案
、
④
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

主な会議・研修会等（令和７年７月１６日～１０月１５日�日程決定分のみ）

開催日 地　区 会議・研修会等 開催日 地　区 会議・研修会等

８月　７日 近　畿 広報委員会 ９月１９日 中　部 財政対策委員会

８月１９日 東　北 決算総会 ９月２４日 全総協 正副会長会

８月２１日 近　畿 管理職員研修会 ９月２４日 全総協 定例総会

９月　１～２日 千　葉 事務長・中間管理者会議 ９月２４日 全総協 福祉共済会 定例総会

９月　３日 神奈川 特別研修会 ９月２６～２７日 近　畿 医療制度対策委員会

９月　４日 全総協 正副会長会 １０月　３日 東　京 中堅職員研修会

９月　４日 全総協 理事会 １０月　８日 神奈川 一般教養研修会

９月　４日 全総協 福祉共済会 理事会 １０月　９～１０日 全総協 広報委員会

９月１７～１８日 近　畿 職員研修会 １０月１５日 東　京 専務理事・常務理事セミナー
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○
定
時
総
会

　

令
和
７
年
６
月
17
日
、
大
阪
市
北
区

の
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
大
阪
で
、定
時
総
会

を
開
催
し
、
55
組
合
72
名
が
出
席
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
近
畿
厚
生
局
保
険
課
の

森
義
弘
課
長
補
佐
、
日
本
年
金
機
構
大

手
前
年
金
事
務
所
の
森
一
央
所
長
、
健

康
保
険
組
合
連
合
会
大
阪
連
合
会
の
川

隅
正
尋
専
務
理
事
、
全
国
総
合
健
康
保

険
組
合
協
議
会
の
後
藤
利
美
専
務
理
事

を
お
迎
え
し
、
情
勢
報
告
を
兼
ね
た
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

青
島
会
長
の
挨
拶
の
後
、
議
案
の
①

令
和
６
年
度
事
業
報
告
案
、
②
同
収
入

支
出
決
算
案
、
③
同
収
入
支
出
決
算
残

金
処
分
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど

お
り
承
認
し
た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
を
報
告
し
た
。

中 

国　
　
　
　
　
　

（
中
国
地
区
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

○
定
例
総
会

　

令
和
７
年
４
月
24
日
、
広
島
県
福
山

市
の
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

で
、
第
44
回
定
例
総
会
を
開
催
し
、
８

組
合
15
名
が
出
席
し
た
。

　

健
康
保
険
組
合
連
合
会
中
国
地
区
統

括
リ
ー
ダ
ー
の
山
地
麻
琴
氏
に
も
ご
出

席
い
た
だ
い
た
。

　

田
中
会
長
の
挨
拶
の
後
、
令
和
６
年

度
事
業
報
告
及
び
収
入
支
出
決
算
案
に

つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
し

た
。
ま
た
、
令
和
８
年
度
予
算
編
成
に

関
す
る
要
望
事
項
の
提
出
を
依
頼
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
全
国
総
合
健
康
保
険

組
合
協
議
会
専
務
理
事
の
後
藤
利
美
氏

を
講
師
に
迎
え
、「
健
康
保
険
組
合
を

取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
た
。

九 

州　
　
　
　
　
　

（
九
州
地
区
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

○
定
時
総
会

　

令
和
６
年
５
月
14
日
、
福
岡
市
博
多

区
の
ホ
テ
ル
ク
リ
オ
コ
ー
ト
博
多
で
、

定
時
総
会
を
開
催
し
、
５
組
合
８
名
が

出
席
し
た
。

　

議
案
の
①
令
和
６
年
度
事
業
報
告
案

及
び
収
入
支
出
決
算
案
、
②
令
和
７
年

度
会
費
徴
収
案
、
③
令
和
７
年
度
事
業

計
画
案
及
び
収
入
支
出
予
算
案
、
④
役

員
改
選
に
つ
い
て
協
議
し
、
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
し
た
。

　

な
お
、
総
会
終
了
後
、
健
康
保
険
組

合
連
合
会
総
合
企
画
室
担
当
部
長
の
三

嶋
雄
二
郎
氏
に
よ
り
、「
健
保
を
取
り

巻
く
情
勢
報
告
」
と
題
す
る
講
演
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
活
発
な
意
見
交
換
も

行
わ
れ
た
。



今今のの健健診診、、未未来来のの安安心心。。
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表紙のことば

葉
山
・
森
戸
海
岸
の
夕
陽

�

（
神
奈
川
県
葉
山
町
）

夕
ぐ
れ
の
時
は
よ
い
時 

堀
口
大
学

　

夕
ぐ
れ
の
時
は
よ
い
時
、

　

か
ぎ
り
な
く
や
さ
し
い
ひ
と
時
。

　

そ
れ
は
季
節
に
か
か
は
ら
ぬ
、

　

冬
な
れ
ば
暖
炉
の
か
た
は
ら
、

　

夏
な
れ
ば
大
樹
の
木
か
げ
、

　

そ
れ
は
い
つ
も
神
秘
に
満
ち
、

　

そ
れ
は
い
つ
も
人
の
心
を
誘
ふ
、

　

そ
れ
は
人
の
心
が
、

　

と
き
に
、
し
ば
し
ば
、

　

静
寂
を
愛
す
る
こ
と
を

　

知
っ
て
ゐ
る
も
の
の
や
う
に
、

　

小
声
に
さ
さ
や
き
、
小
声
に
か
た
る
…
…

　

神
奈
川
県
は
富
士
山
の
東
側
に
位
置
し
ま

す
。
そ
の
た
め
夕
焼
け
空
を
見
上
げ
る
と
、そ

こ
に
は
富
士
山
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
浮
か
び
ま
す
。

　

穏
や
か
な
富
士
を
仰
ぐ
夕
暮
れ
の
ひ
と
時

は
、
ま
さ
に
こ
の
詩
の
描
く
静
か
な
世
界
そ

の
も
の
で
す
。

　

こ
の
詩
に
は
、
ま
だ
長
い
続
き
が
あ
り
ま

す
が
、
最
後
に
こ
う
締
め
く
く
ら
れ
ま
す
。

（
中
略
）

夕
ぐ
れ
の
時
は
よ
い
時
、

か
ぎ
り
な
く
や
さ
し
い
ひ
と
時
。

夕
ぐ
れ
時
、

自
然
は
人
に
安
息
を
す
す
め
る
や
う
だ
。

風
は
落
ち
、

も
の
の
響
き
は
絶
え
、

人
は
花
の
呼
吸
を
き
き
得
る
や
う
な
気
が
す
る
、

今
ま
で
風
に
ゆ
ら
れ
て
ゐ
た
草
の
葉
も

た
ち
ま
ち
静
ま
り
か
へ
り
、

小
鳥
は
翼
の
間
に
頭
を
う
づ
め
る
…
…

夕
ぐ
れ
の
時
は
よ
い
時
、

か
ぎ
り
な
く
や
さ
し
い
ひ
と
時
。

　

夕
暮
れ
の
静
寂
を
、

四
季
を
通
じ
て
表
現
し
、

時
に
人
生
に
ま
で
想
い

を
巡
ら
せ
つ
つ
、
最
後

に
は
小
鳥
の
眠
り
と
と

も
に
夜
へ
と
向
か
う
、

そ
ん
な
思
い
が
夕
暮
れ

の
光
景
に
託
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

明
治
二
十
五
年
、
東

京
・
本
郷
で
生
ま
れ
た

堀
口
大
学
は
、
晩
年
に

神
奈
川
県
葉
山
町
へ
移

住
し
、
後
に
葉
山
町
名

誉
町
民
と
な
り
ま
し
た
。

　

葉
山
・
森
戸
海
岸
の
突
端
に
あ
る
森
戸
神

社
、
そ
の
境
内
裏
に
堀
口
大
学
の
石
碑
が
あ

り
、
こ
う
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
花
は
い
ろ　

人
は
こ
こ
ろ
」

　

こ
の
石
碑
の
後
ろ
に
は
、
富
士
山
を
中
心

に
湘
南
海
岸
、
丹
沢
山
系
、
箱
根
連
山
が
広

が
り
ま
す
。

　

地
元
の
人
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
観
光
目
的

で
訪
れ
る
多
く
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
こ

の
場
所
は
夕
陽
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
眺
め
る
「
夕
暮
れ
の
時
」
は
、

ま
さ
に
「
か
ぎ
り
な
く
や
さ
し
い
ひ
と
時
」

で
あ
り
、
私
た
ち
の
心
の
原
風
景
と
な
っ
て

い
ま
す
。



東 京 本 社 〒104-8104 東 京 都 中 央 区 銀 座 1 - 1 0 - 1 	 ☎03-3562-3611

九州事務所 〒810-0021	 福岡県福岡市中央区今泉 1-12-8 ☎092-712-8305

法 研 関 西 〒530-0045	 大阪府大阪市北区天神西町 8-19	 ☎06-6364-1884

法 研 中 部 〒460-0002	 愛知県名古屋市中区丸の内3-7-19	 ☎052-962-5821

！？
は

にある日、
介護

突然

ご家族で、介護について話し合うきっかけにしてください

‒‒ 介護に関して利用できる制度を知って、じょうずに活用しよう ‒‒

みんな、どうしているの？

若若いいううちちにに
知っておきたい知っておきたい
健健康康のことのこと

怖さに気づいて！怖さに気づいて！

たたばばこことと過過度度のの飲飲酒酒によによるる
健康被害

　近年は新型コロナウイルス感染症の流行をきっかけに、喫煙スペースの密回避や飲み会の減少が
唱えられ、たばこやアルコールから距離をとりやすい状態です。そのような状態を活かし、健康リ
スクを高めるものとはご縁を切ってしまいましょう。

05262201-101-601-2210

本 社

九 州 事 務 所
法 研 関 西
法 研 中 部

〒104-8104

〒810-0021
〒530-0045
〒460-0002

東京都中央区銀座1-10-1

福岡市中央区今泉1-12-8
大阪市北区天神西町8-19
名古屋市中区丸の内3-7-19

営業部
制作部

☎️ 03-3562-7676
☎️ 03-3562-8403
☎️ 092-712-8305
☎️ 06-6364-1884
☎️ 052-962-5821

Ⓒ不許可複製

　たばこの煙には、ニコチン、一酸化炭素、タールな
ど200種類以上の有害物質が含まれており、肺がん
をはじめとする多くのがんや、COPD（慢性閉塞性肺
疾患）、脳卒中など、さまざまな病気を引き起こします。
　また、妊娠中に喫煙すると流産、早産などの確率が
高くなります。
　さらに、それらのリスクは喫煙者のみならず、副流
煙を吸い込む受動喫煙によって、周りの人の健康さ
えも蝕みます。

百害あって
一利なしのたばこ

定価　本体300円＋税

アルコールのアルコールの適量適量ってって
どれくらい？どれくらい？

※一般に女性は男性
に比べてアルコール
分 解 速 度 が 遅 いた
め、上記の1/2～1/3
程度が適当と考えら
れています。  

ビール
中びん1本
（500ml）

ワイン
グラス2杯弱
（200ml）

日本酒
1合弱

（160ml）

チュウハイ
350ml缶1本
（350ml）

ウイスキー
ダブル1杯
（60ml）

  「酒は百薬の長」ともいうように、アルコールに
は、食欲増進、ストレス発散、血行改善などの効用
があるといわれています※。 
　ただし、飲み方の限度を超えると健康に害を与
え、肝臓病や糖尿病、アルコール依存症などにつな
がります。       
適量を守り、飲酒を控える「休肝日」を週に2日はつ
くって、体を守りながらお酒を楽しみましょう。

※もともと飲まない人や飲めない人に飲酒を勧めるものではありません。

過度の飲酒は
生活習慣病の原因に？！

今すぐ
手放そう！

法研の事業・サービスのご案内

今すぐマイナ保険証に
切り替えを！

介護はある日、
突然に !?

体裁：Ａ４判　総４頁
定価：本体 60 円＋税

体裁：Ａ４判　総 16 頁
定価：本体 450 円＋税

新刊

新刊 みんな、どうしているの？
子どもの病気やけが

新刊

体裁：Ａ４判　総 16 頁
定価：本体 450 円＋税

若いうちに知って
おきたい健康のこと

マイナンバーカード
を申請1 保険証

利用登録2
申請方法
はココを
見てね！

病院などに行ったとき
に、カードリーダーに
マイナンバーカードを
入れて登録

マイナ保険証に
切り替えを！

2025年12月１日に保険証の猶予期間は終了し、その後お手元の保険証は一切利用できなくなります。
いざというとき困らないよう、今のうちにマイナ保険証の準備しておきましょう。

登録は
たった
30秒！

マイナンバー
カードを
受け取ったら…

マイナンバー
カードの申請は
ここでできます

保険証の
利用登録は
ここでできます

マイナ保険証の作り方

今今すぐ

個人番号
カード

健康  花子氏名
〇〇〇〇〇〇〇〇1-2-3住所

〇〇年〇月〇日まで有効
〇〇〇〇 電子証明書

の有効期限 〇〇年〇月〇日

性別 女

平成〇年〇月〇日生

※マイナ保険証…保険証の利用登録をしたマイナンバーカードのこと。

パソコン・スマホ

証明写真機

郵送

パソコン・スマホ

医療機関・薬局

セブン銀行ATM

12月の保険証終了まであとわずか

体裁：Ａ４判　総 16 頁
定価：本体 300 円＋税

女性の健康ガイド
（理解度チェックつき）

女性の健康は、生涯にわたり
女性ホルモンの影響を大いに受けています。
女性特有の心身の変化について知ることで、
もっと健康に自分らしく快適に過ごせるでしょう。
また、女性の健康について知ることは、
一緒に働く仲間や、家族、友人を
理解することにもつながります。

○○○○○○○○○健康保険組合

体裁：Ａ４判　総４頁
定価：本体 100 円＋税

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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